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学園校友会会員数 194,290人（延べ数） 大阪工業大学学園校友会
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本号では学校別校友会、特に工大校友会と高校校友会
関係の記事を従来よりも増やして、充実を図っています。

ところで、校友タイムスは母校と校友を結ぶため、そして校友と校友を結ぶための重要
なツールと考えていますが、その印刷・発送に大きな予算を必要としています。一方、校
友タイムスは校友会のホームページでも公開するなど電子化を進めています。そこで、
従来通りの紙冊子の配布に対して校友の皆様のご要望をお聞かせいただきたく、今回
調査ハガキを同封していますので、ぜひご回答くださいますよう、お願い申し上げます。　

　平成26年7月、大宮キャンパス２号館１階に『ロボティクス＆デザイ
ンセンター』が開設されました。国のロボット活用施策に先駆けて作ら
れたもので、若き技術者の養成拠点として今後活用されます。
　現在、海外の大学や国内
企業約10社と連携を行なっ
ており、地域密着型で高齢者
や障がい者の生活を支えるロ
ボットの実証試験などを実施し
ています。実験や研究を通じて
地域住民と関わることは、社
会のニーズに柔軟に対応できる技術者を目指す学生たちにとって、
実践の学び場にもなります。平成29年には、新設される梅田キャンパ
スへ移転する計画となっており、最新ロボット技術の発信拠点として
ますます発展することが期待されます。

　平成26年5月、大
宮キャンパス（常翔学
園中・高の道路を隔
てた南側）に『常翔歴
史館』が開設されまし
た。学園の創設期か
ら将来にわたる展望
を学内外に伝える施
設として、館内には校

友から寄贈いただいた各種史料や校内新聞、各学校の建築模型な
どが展示されているほか様々な映像資料が準備されており、それらを自
由に見ることができます。また、本館は自校史教育の場としても利用さ
れ、先人たちの想いを学ぶととも
に新たな扉を開いていくための
糧としての役割も担います。
　開館時間は月曜～金曜日
（祝日・学園が定める休業日を
除く）の11時～17時。入場は
無料ですので、近くにお越しの
際はぜひお立ち寄りください。

『常翔歴史館』オープン
歴史を知り、未来を切り開く

『ロボティクス＆
　　　デザインセンター』開設
若き技術者の養成拠点

編  集  後  記
日　時：平成27年1月24日（土）18：30～
会　場：道頓堀ホテル（中華宴会）
　　　大阪市中央区道頓堀2-3-25 ☎06-6213-9040
会　費：6,000円
申　込：学園校友会事務局 ☎06-6955-6662（担当：北川）

高専会（大阪工業高等専門学校高専会）新年会[ご案内]

著者：青木 毅
       （工大D５３）
発行：ダイヤモンド社

著者：大出 實
       （学院Ｅ２８）
発行：文芸社

著者：岸人 稔
       （工大D４５）
発行：BookWay

『「3つの言葉」だけで
売上が伸びる
質問型営業』

『我が国、陸上プラント
計画・実施に
かかわった一部始終』

『不良を出さない、
はんだ付けの世界へ』
―生産現場で、できる不良対策―

校友の出版物紹介

営業経験を通して、質問型営業という独自のノ
ウハウを開発。トヨタ、大阪ガス、生協などの2万
人超を変えたその内容を全公開！

はんだ付け教育(学科と実技)の方法について
記述。はんだゴテ作業、フローはんだ付け、リフ
ローはんだ付けの生産現場において不良を出さ
ないためのノウハウをまとめた本。

戦中の混乱期、働きながら進学し、電気技師の
資格を取得。国家的プロジェクトとも言える国
内・国外陸上プラントの電気技師として関わっ
てきた足跡を綴った本。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

大阪工業大学学園校友会 会報・校友タイムス　平成27年1月1日発行（通巻第436号）印刷　株式会社 廣済堂

ご住所を変更された場合や、本誌送付時の宛名・住所の変更、また、
本誌の送付を今後希望されない場合には、お手数をおかけしますが、
事務局までご連絡ください。

学園校友会事務局［窓口対応時間：月～金の9:00～17:00］
〒535-0003 大阪市旭区中宮5-16-29 学園 大宮西校地 本部棟2階
TEL：06-6955-6662　FAX：06-6955-1412 E-mail：office@oitaa.com 

「絆」を大切にするため、住所の変更時にはご連絡ください！！

正面玄関には立派な看板が設置される

学生によって作られた支援ロボットは多種にわたる

学園の歴史を伝える多くの史料が並ぶ

（広報渉外部長　宇井 徹雄）
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報
告
事
項
で
は
、本
部
主
催
行
事
や
会
議
開
催

結
果
な
ど
の
一
般
経
過
報
告
、全
国
支
部
交
歓
会

の
参
加
申
込
状
況
、支
部
活
性
化
の
た
め
の
ア
イ
デ

ア
コ
ン
ペ
の
審
査
結
果
、旅
費
規
定
の
改
正
、賛
助
金

振
込
用
紙
の
様
式
変
更
な
ど
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
報

告
が
あ
り
、全
て
了
承
さ
れ
た
。支
部
活
性
化
の
た

め
の
ア
イ
デ
ア
コ
ン
ペ
は
平
成
26
年
度
も
継
続
実
施

す
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
、新
し
い
賛
助
金
振
込
用
紙

は
援
助
金
と
し
て
の
還
元
先
を「
支
部
」だ
け
で
な

く「
学
校
別
校
友
会
」も
選
択
可
能
と
な
っ
た
。

　
審
議
事
項
で
は
、平
成
25
年
度
行
事
・
事
業
報

告
、同
会
計
決
算
お
よ
び
監
査
に
つ
い
て
提
案
説
明

と
報
告
が
あ
り
、全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

　
新
役
員
の
選
出
で
は
、ま
ず
各
学
校
別
校
友
会

と
各
支
部
か
ら
推
薦
の
あ
っ
た
新
理
事
95
人
に
つ
い

て
承
認
さ
れ
た
。次
に
、事
前
に
設
置
・
開
催
さ
れ
た

役
員
候
補
者
選
考
委
員
会
で
会
長
・
監
事
の
選
出

を
行
な
っ
た
結
果
に
つ
い
て
委
員
長
の
北
條
氏
か
ら

報
告
が
あ
り
、全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

　
続
い
て
内
山
会
長
か
ら
副
会
長
、顧
問
、相
談
役

の
選
出
お
よ
び
出
納
長
、事
務
局
長
の
任
命
に
つ
い

て
の
提
案
が
あ
り
、全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。内

山
会
長
は
再
任
挨
拶
と
所
信
表
明
を
行
い「
改
め
て

責
任
を
感
じ
る
と
と
も
に
心
が
引
き
締
ま
る
思
い
で

あ
る
。平
成
26
年
度
の
予
算
は
、期
限
付
措
置
で

あ
っ
た
東
日
本
大
震
災
へ
の
寄
付
金
に
よ
る
支
部
援

助
金
減
額
措
置
が
平
成
25
年
度
で
解
除
さ
れ
た
こ

と
、消
費
税
が
ア
ッ
プ
さ
れ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
増
加

傾
向
で
あ
る
が
理
解
を
い
た
だ
き
、収
支
バ
ラ
ン
ス

を
図
る
た
め
賛
助
金
に
ご
協
力
願
い
た
い
」と
引
き

続
き
支
援
を
呼
び
か
け
た
。

　
そ
の
後
、新
執
行
部
か
ら
の
平
成
26
年
度
運
営

方
針
お
よ
び
会
計
予
算
に
つ
い
て
の
提
案
が
承
認
さ

れ
、議
事
は
終
了
。

　
意
見
交
換
会
で
は
、最
初
に
中
出
東
北
支
部
理

事
か
ら
全
国
支
部
交
歓
会
に
つ
い
て
の
あ
い
さ
つ
の

あ
と
、支
部
活
性
化
に
向
け
て
ど
の
よ
う
に
支
部
活

動
へ
の
参
加
者
を
増
や
し
て
い
く
か
に
つ
い
て
、多
数

の
理
事
か
ら
現
状
を
交
え
て
活
発
な
意
見
が
寄
せ

ら
れ
た
。

12

平
成
27
年 

会
長
年
頭
あ
い
さ
つ

本
部
理
事
会
報
告

学
園
校
友
会
の
最
高
決
議
機
関
で
あ
る
理
事
会
が
、平
成
26
年
5
月
に
開
催
さ
れ
た
。

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
で
は
内
山
喬
之
氏（
工
大
C
44
）が
会
長
に
再
選
さ
れ
、

平
成
26
・
27
年
度
の
本
部
役
員
体
制
が
承
認
さ
れ
た
。一

．学
園
創
立
１
０
０
周
年
に
向
け
て
、学
園
校

　
友
会
と
し
て
自
主
財
源
を
確
保
し
つ
つ
、展
開

　
す
べ
き
事
業
に
つ
い
て
検
討
し
、活
動
す
る
。

一
．現
役
学
生
・
生
徒
お
よ
び
卒
業
後
間
も
な
い

　
校
友
と
の
交
流
を
促
進
し
、広
く
学
園
校

　
友
会
の
Ｐ
Ｒ
を
図
る
と
と
も
に
学
園
校
友

　
会
活
動
へ
の
参
加
促
進
を
図
る
。

一
．仮
称
・
常
翔
学
園
連
合
校
友
会
の
結
成
に

　
向
け
て
、摂
南
大
学
お
よ
び
広
島
国
際
大
学

　
の
各
校
友
会
と
の
連
携
を
強
化
す
る
。ま
た

　
学
園
校
友
会
の
名
称
に
つ
い
て
検
討
を   

　
進
め
る
。

一
．支
部
の
活
性
化
に
向
け
た
支
援
を
推
進
し
、

　
学
園
校
友
会
の
発
展
を
図
る
。

平
成
26
年
度
　
運
営
方
針

役
員
改
選
で
内
山
会
長
を
再
選

本
部
理
事
会
報
告

援 助 金
諸 収 入
繰 入 金
合 計

53,000,000
9,010,000
4,000,000
66,010,000

53,000,000
10,190,497
4,000,000
67,190,497

0
1,180,497

0
1,180,497

本 部 費
組 織 費
事 業 費
広報渉外費
青 年 部 費
交 付 金
寄 付 金
予 備 費
諸 支 出 金
合 計

19,360,000
10,506,000
7,910,000
16,610,000
1,400,000
6,000,000
10,000
500,000
3,714,000
66,010,000

18,098,988
8,766,708
6,376,635
14,606,902
1,281,441
6,000,000

0
64,843

11,994,980
67,190,497

1,261,012
1,739,292
1,533,365
2,003,098
118,559

0
10,000
435,157

△ 8,280,980
△ 1,180,497

【収入の部】

【支出の部】

款 予　算 決　算 比　較

款 予　算 決　算 比　較

（単位：円）

△は超過額を示す（単位:円）

平成２５年度 学園校友会会計決算
（平成２５年４月１日～平成２６年３月３１日）

援 助 金
諸 収 入
繰 入 金
合 計

53,000,000
9,010,000
4,000,000
66,010,000

53,000,000
8,640,000
14,000,000
75,640,000

0
△ 370,000
10,000,000
9,630,000

本 部 費
組 織 費
事 業 費
広報渉外費
青 年 部 費
交 付 金
寄 付 金
予 備 費
諸 支 出 金
合 計

19,360,000
10,506,000
7,910,000
16,610,000
1,400,000
6,000,000
10,000
500,000
3,714,000
66,010,000

19,710,000
11,836,000
5,740,000
13,480,000
1,400,000
8,000,000
10,000
500,000

14,964,000
75,640,000

350,000
1,330,000

△ 2,170,000
△ 3,130,000

0
2,000,000

0
0

11,250,000
9,630,000

【収入の部】

【支出の部】

款 25年度予算 26年度予算 比　較

款 25年度予算 26年度予算 比　較

△は減額を示す（単位:円）

△は減額を示す（単位:円）

平成２６年度 学園校友会会計予算
（平成２６年４月１日～平成２７年３月３１日）

　
平
成
27
年
、新
年
を
寿
ぎ
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。昨
年
は
、ス
ポ
ー
ツ
界
で
の
日
本
人
ア
ス
リ
ー
ト

の
大
活
躍
、富
士
山
や
日
本
料
理
の
世
界（
文
化
）

遺
産
登
録
な
ど
共
に
喜
び
、勇
気
と
活
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。反
面
、記
録
的
な
大
雨
や
連
続
し
た

台
風
の
襲
来
、御
嶽
山
の
噴
火
な
ど
自
然
災
害
が

多
発
し
尊
い
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。偉
大
な
自
然

の
力
を
改
め
て
思
い
知
ら
さ
れ
た
気
が
し
ま
す
。

　
学
園
校
友
会
で
は
、５
月
の
理
事
会
で
役
員
改

選
を
行
い
、再
度
会
長
職
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。

今
一
度
気
を
引
き
締
め
ま
い
進
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、ご
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。7
月
に
開
催
し
た
東
北
で
の
全
国
支
部
交

歓
会
は
、予
想
を
遙
か
に
上
回
る
参
加
者
を
得
て
、

幹
事
支
部
で
あ
る
東
北
支
部
の
ご
協
力
に
よ
り
盛

大
か
つ
一
体
感
が
感
じ
ら
れ
る
素
晴
ら
し
い
会
と

な
り
ま
し
た
。

　
母
校
学
園
で
も
７
月
に
役
員
改
選
が
あ
り
、校

友
の
久
禮
哲
郎
理
事
長
が
全
会
一
致
で
再
選
さ

れ
ま
し
た
。学
園
創
立
１
０
０
周
年
に
向
け
、諸
施

策
を
推
し
進
め
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

■
賛
助
金

　
今
年
度
の
実
績
は
他
ペ
ー
ジ
に
記
述
の
と
お
り
で

　
す
が
、予
算
計
上
の
目
標
額
に
向
け
て
一
層
の
ご

　
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
各
校
友
会
と
の
連
携
強
化

　
常
翔
学
園
内
の
9
校
友
会
の
会
長
会
議
を
開
催

　
し
、方
向
性
を
協
議
し
ま
す
。

■
学
園
校
友
会
の
名
称
変
更

　
す
で
に
高
校
校
友
会
は「
常
翔
学
園
中
学
校
・
高

　
等
学
校
校
友
会
」の
名
称
に
変
更
し
活
動
を
し

　
て
い
る
反
面
、学
園
校
友
会
に
つ
い
て
は「
大
阪
工

　
業
大
学
」の
名
称
を
残
し
て
ほ
し
い
と
の
意
見
が

　
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
る
た
め
、必
要
性
や
喫
緊
性

　
に
鑑
み
、慎
重
か
つ
積
極
的
に
検
討
を
続
け
ま
す
。

■
支
部
活
性
化
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
青
年
層
や
女
性
校
友
の
積
極
的
参
加
を
促
進
し

　
つ
つ
、活
動
停
滞
支
部
へ
の
支
援
や
支
部
未
設
置

　
地
域
の
整
理
な
ど
、当
該
地
域
在
住
校
友
へ
の
働

　
き
か
け
を
進
め
ま
す
。本
件
も
数
年
来
の
課
題
で

　
あ
り
、積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
18
歳
人
口
の
激
減
期
、即
ち
2
0
1
8
年
問
題

は
全
国
の
大
学
の
命
運
が
か
か
っ
て
い
る
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。学
園
校
友
会
と
し
て

も
、常
翔
学
園
の
更
な
る
隆
盛
の
た
め
、校
友
の
立

場
か
ら
あ
ら
ゆ
る
支
援
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
は

も
と
よ
り
、校
友
会
の
実
績
を
再
評
価
し
、新
た
な

目
標
の
設
定
と
事
業
の
推
進
が
必
要
な
時
期
に
き

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、社
会
で
活
躍
す
る
先
輩
校
友
の
情

報
を
収
集
・
共
有
化
し
、活
用
を
図
っ
て
若
い
校

友
や
現
役
学
生
へ
の
支
援
に
結
び
つ
け
ま
す
。具

体
的
に
は
必
要
な
情
報
提
供
や
悩
み
の
相
談
、技

術
伝
承
、研
修
会
の
開
催
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま

す
。こ
れ
ら
が
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
れ
ば
、次
世
代
、

ま
た
そ
の
先
の
世
代
へ
と
繋
が
っ
て
い
き
ま
す
。そ

の
ポ
イ
ン
ト
は
、若
い
校
友
の
ニ
ー
ズ
を
適
時
、適

所
で
的
確
に
把
握
す
る
こ
と
で
あ
り
、校
友
だ
け

で
は
な
く
学
園
・
学
校
と
一
体
で
取
り
組
む
こ
と

が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

　
若
い
世
代
か
ら
の
声
は
大
変
貴
重
な
も
の
で

す
。そ
の
た
め
に
校
友
会
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
情
報

を
発
信
し
ま
す
の
で
、ま
ず
は
目
を
通
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど

各
ツ
ー
ル
を
活
用
し
、ツ
イ
ッ
タ
ー
で
は
フ
ォ
ロ
ワ
ー

に
も
な
っ
て
い
た
だ
き
、そ
し
て
校
友
会
に
対
し
て

い
ろ
い
ろ
な
思
い
を
発
信
し
て
く
だ
さ
い
。こ
れ
に

よ
り
気
付
き
が
生
ま
れ
、新
た
な
取
り
組
み
に
結
び

つ
い
て
い
く
こ
と
が
理
想
で
す
。

　
幅
広
い
年
齢
層
か
ら
校
友
会
に
関
心
を
持
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
参
加
者
が
増
え
、校
友
会
が
活
性
化

し
、学
園
の
発
展
に
も
繋
が
っ
て
い
く
の
で
は
と
思
い

を
馳
せ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

　
今
年
も
校
友
の
皆
様
方
に
は
、ま
す
ま
す
ご

健
勝
で
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
い
た

し
ま
す
。

う
　
ち
　
や
　
ま
　
　
た
　
か
　
ゆ
　
き

内
山 

喬
之

大
阪
工
業
大
学
学
園
校
友
会

　会
長

■
開
催
日
　
平
成
26
年
５
月
24
日（
土
）

■
場
　
　
所
　
学
園
大
宮
西
校
地

　
　
　
　
　
　
本
部
棟
会
議
室

■
出
席
理
事
　
69
人

■
議
　
　
長
　
平
岡
総
務
副
部
長

平成
26年度
理事会

今
年
度
運
営
方
針
の

着
実
な
実
行
に
向
け
て

校
友
会
の

今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て

校
友
会
活
動
に

関
心
を

絆
を
進
化
さ
せ
、
新
た
な
活
動
へ



さ
ら
な
る
躍
進
を

              

目
指
し
て

里
村 

裕

常
翔
啓
光
学
園
中
学
校・高
等
学
校 

校
長

時
代
が
求
め
る

        

人
材
育
成
拠
点

井
上 

正
崇

大
阪
工
業
大
学 

学
長

創
立
40
周
年
を

                 

迎
え
る

今
井 

光
規

摂
南
大
学 

学
長

進
学
実
績
と

 

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実

北
尾 

元
一

常
翔
学
園
中
学
校・高
等
学
校 

校
長

◆工学部
◆情報科学部
◆知的財産学部

お問い合わせ先
大阪工業大学 入試部

※一般入試前期AC日程はA日程と、BC日程はB日程と同時に実施します。
（AC・BC日程は、個別試験と大学入試センター試験の併用型入試です）

TEL （06）6954-4086（直）　http://www.oit.ac.jp

前期日程は学費（入学金・諸会費を除く）が4年間全額、4年間半額
または1年間半額免除になる特待生枠が最大210人

2015年度一般入試日程

入試区分
A日程（AC日程）

B日程（BC日程）

C日程

後期日程

C日程

2015年1月30日（金）、1月31日（土）試験日自由選択制

2015年2月4日（水）

【大学入試センター試験利用入試】本学独自の学力検査などは課しません

2015年3月6日（金）

【大学入試センター試験利用入試】本学独自の学力検査などは課しません

試験日

特待生制度が充実！

前
期

後
期

◆法学部
◆経済学部
◆理工学部

◆外国語学部
◆経営学部
◆薬学部 ◆看護学部

お問い合わせ先
摂南大学 入試部

※2月9日の募集学部・学科は文系学部と理工学部住環境デザイン学科のみ。

インターネット出願期限日の翌日のみ、本学入試部（寝屋川キャンパス）にて
出願書類の受付のみを行います（9:00～17:00）。

TEL （072）839-9104（直）　http://www.setsunan.ac.jp

● インターネット出願割引（　　　　　　　　　　　　　　）を実施！
● 「センター前期」は、国公立大〔前期〕の合否発表を確認してから手続可！
● 「一般前期A」「センター前期」入試成績優秀者には特別奨学金を給付！

2015年度入試日程

入試区分

一般入試

センター試験
利用入試

後期
前期
後期

A日程（AC方式）
B日程（BC方式）

1月26日（月）・27日（火）
2月   9日（月）・10日（火）

3月   7日（土）

本学独自の学力試験等
は課しません

1月19日（月）
1月30日（金）
2月27日（金）
1月27日（火）
3月   4日（水）

前期

試験日 インターネット出願期限

入試の
ポイント

校友タイムス Vol.436 January 2015校友タイムス Vol.436 January 2015

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
本
校
は
法
人
合
併
で
常
翔
学
園
内
の
設
置
校
と

な
っ
て
２
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。校
友
の

皆
様
に
は
本
校
に
多
大
な
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜

り
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
本
校
は
枚
方
の
地
に
あ
っ
て
50
数
年
の
歴
史
を

持
ち
、人
間
力
育
成
教
育
に
伝
統
と
定
評
を
頂
戴

し
て
い
る
学
校
で
す
が
、2
0
0
7
年
に
連
携
協

定
を
締
結
し
、学
園
内
グ
ル
ー
プ
校
と
し
て
再
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。学
園
か
ら
の
支
援
を
得
て
校
舎

の
建
替
な
ど
学
習
環
境
の
整
備
を
図
り
ま
し
た
。

今
年
３
月
に
は
中
学
か
ら
６
年
間
の
一
貫
教
育
を

受
け
た
生
徒
が
初
め
て
卒
業
し
ま
す
。社
会
で
活

躍
す
る
と
い
う
目
的
意
識
を
し
っ
か
り
と
持
っ
た
生

徒
が
、卒
業
後
も
先
輩
に
続
い
て
頑
張
っ
て
く
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
本
校
は
工
大
の
情
報
科
学
部
、摂
大
の
薬
学
部
・

看
護
学
部
と
地
理
的
に
近
く
、中
高
大
連
携
の
様
々

な
教
育
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。本
校
教
職
員

が
一
丸
と
な
っ
て
さ
ら
な
る
ま
い
進
に
努
め
る
所
存

で
す
の
で
、今
後
と
も
校
友
の
皆
様
に
は
、何
卒
、ご

厚
誼
・ご
鞭
撻
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

34

学
園
理
事
長
・
各
学
校
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

各
学
校
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
校
友
の
皆
様
に
は
、平
素
よ
り
本
学
の
活
動
に

何
か
と
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
、心
よ
り
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

 

学
園
創
立
１
０
０
周
年
を
見
据
え
、本
学
は
少
子

高
齢
化
が
進
む
社
会
が
求
め
る
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
な

人
材
育
成
の
強
化
を
進
め
て
い
ま
す
。学
生
を
自

律
的
な
学
習
意
欲
に
向
わ
せ
る
密
度
の
高
い
教
育

を
目
指
し
て
、様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
や
多
様

な
Ｐ
Ｂ
Ｌ
教
育
を
全
学
的
に
展
開
し
て
い
ま
す
。こ

れ
ら
の
活
動
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
年
々
進
み
、夏
休

み
に
は
百
数
十
人
の
学
生
が
海
外
で
実
践
的
な
活

動
や
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
独
創
的
な
発
想
と
国
際
感
覚
で
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
創
出
で
き
る
人
材
育
成
拠
点
と
し
て
ロ
ボ

テ
ィ
ク
ス
＆
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
し
た
。

我
が
国
の
企
業
や
社
会
が
抱
え
る
課
題
を
解
決
す
る

た
め
、発
想
力
豊
か
に
国
際
感
覚
を
持
っ
て
、新
し
い

流
れ
を
生
み
出
す
活
動
を
行
い
ま
す
。こ
の
セ
ン
タ
ー

は
い
ず
れ
梅
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
展
開
す
る
本
学
の
教

育
・
研
究
活
動
の
目
玉
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

校
友
の
皆
様
に
は
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
校
友
の
皆
様
、新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
は
平
素
よ
り
多
大
の
ご
支
援
を
賜
り
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
摂
南
大
学
は
、本
年
創
立
40
周
年
を
迎
え
ま

す
。１
９
７
５
年
に
工
学
部
１
学
部
で
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
が
、多
く
の
改
革
を
実
行
し
、現
在
７
学
部

13
学
科
、大
学
院
６
研
究
科
10
専
攻
を
擁
す
る
総

合
大
学
と
な
り
ま
し
た
。現
代
社
会
は
極
め
て
困

難
な
多
く
の
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。本
学
は「
持

続
可
能
な
社
会
」の
実
現
を
目
指
し
て
、今
後
も

弛
む
こ
と
な
く
改
革
を
推
進
い
た
し
ま
す
。

　
今
日
、グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
が
急
務
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、摂
南
大
学
で
は
、学
生
・
教
職
員
を

は
じ
め
、す
べ
て
の
関
係
者
が
自
律
性
と
社
会
的

知
性
を
高
め
る
と
と
も
に
、
グ
ロ
ー
カ
ル

（g
lo
b
a
l×
lo
c
a
l

）な
視
点
に
立
ち
、大
学
・
地

域
社
会
間
の
連
携
を
は
じ
め
、多
様
な
連
携
を
基

盤
に
し
て
、視
野
の
広
い
循
環
型
グ
ロ
ー
バ
ル
貢
献

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
も
教
職
員
一
同
、建
学
の
精
神
を
胸
に
、最

善
を
尽
く
し
ま
す
。校
友
の
皆
様
に
は
倍
旧
の
ご
支

援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
校
友
の
皆
様
に
は
平
素
よ
り
、広
島
国
際
大
学
に

多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、わ
が
国
は
世
界
に
先
駆
け
て
高
齢
化
が
進

み
、そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
少
子
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル

化
へ
の
対
応
、地
域
社
会
の
あ
り
方
や
安
心
で
き
る

社
会
の
実
現
等
、多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
課
題
解
決
に
対
し
て
大
学
の
役
割
が
大

き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
の
中
で
、本
学
は
質
の
高

い
教
育
を
行
い
、学
生
が
一
層
成
長
で
き
る
場
を
提

供
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、教
育
改
革
を
重
点

課
題
に
掲
げ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、様
々
な
分
野
の
専
門
職
が
協
力
し
、

最
善
の
治
療
や
ケ
ア
に
あ
た
る
チ
ー
ム
医
療
を
実
践

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
専
門
職
連
携
教
育
を
深
化

さ
せ
る
と
と
も
に
、カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
や
教
育
環
境

の
整
備
を
行
い
ま
す
。こ
う
し
た
教
育
を
通
じ
て
有
為

の
学
生
を
育
成
し
、社
会
と
共
に
歩
む
こ
と
で
、地
域

社
会
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
校
友
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、今
後
と
も
温

か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
様
、明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
素
よ
り
本
校
の
教
育
活
動
に
何
か
と
ご
支
援
を

賜
り
、心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
常
翔
学
園
高
校
は
校
名
を
改
称
し
て
今
年
で
8

年
目
を
迎
え
ま
す
。昨
年
は
2
0
1
1
年
に
開
校

し
ま
し
た
常
翔
学
園
中
学
校
の
1
期
生
が
高
校
の

一
貫
コ
ー
ス
へ
と
内
部
進
学
し
、高
校
で
は
新
た
な

教
育
が
始
ま
り
ま
し
た
。高
校
か
ら
入
学
す
る
生
徒

の
学
力
レ
ベ
ル
も
年
々
向
上
し
、昨
年
は
京
都
大
学

の
現
役
合
格
を
筆
頭
に
国
公
立
大
学
の
合
格
者
も

増
加
し
ま
し
た
。ま
た
、併
設
大
学
へ
の
進
学
も
高

大
連
携
教
育
を
通
じ
、生
徒
た
ち
の
学
び
に
対
す
る

意
欲
も
増
し
、学
力
も
向
上
し
て
い
ま
す
。本
校
で

は
、明
確
な
目
的
意
識
を
持
っ
た
進
学
の
実
現
に
よ

り
、将
来
、実
社
会
で
活
躍
で
き
る
人
材
の
育
成
を

教
育
理
念
に
掲
げ
、た
だ
単
に
進
学
実
績
を
伸
ば
す

だ
け
で
な
く
、今
盛
ん
に
叫
ば
れ
て
い
ま
す
課
題
解

決
、問
題
解
決
型
学
習
を
中
心
と
し
た
キ
ャ
リ
ア
教

育
を
充
実
さ
せ
、地
域
か
ら
評
価
さ
れ
る
進
学
校
に

な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
皆
様
に
は
、今
後
と
も
倍
旧
の
ご
支
援
、ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、新
年
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

社
会
が
求
め
る

   

医
療
系
総
合
大
学
へ

秋
山 

實
利

広
島
国
際
大
学 

学
長

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
出
し

さ
ら
な
る
飛
躍
の
年
に

学
校
法
人 
常
翔
学
園 

理
事
長

久
禮 

哲
郎

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
学
園
校
友
会
の
皆
様
に
は
、ご
家
族
と
共
に
健

や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　
昨
年
、故
坂
口
正
雄
前
理
事
長
か
ら
バ
ト
ン
を
受

け
継
ぎ
、7
月
の
任
期
満
了
に
伴
う
学
園
理
事
の

改
選
で
、引
き
続
き
常
翔
学
園
理
事
長
の
要
職
に

就
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。約
2
万
3
千
人
の
学

生
・
生
徒
と
約
26
万
8
千
人
の
卒
業
生
を
有
す
る

総
合
学
園
の
舵
取
り
役
と
し
て
、魅
力
的
で
特
長

あ
る
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
学
校
づ
く
り
に
ま
い
進
す
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
私
立
学
校
を
取
り
巻
く
環
境
は
、ま
す
ま
す
厳

し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。設
置
各
学
校
が
こ
の
難
局

を
乗
り
越
え
る
に
は
、「
選
ば
れ
る
学
校
」で
あ
り
続

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ
れ
が
創
立
1
0
0
周

年
に
向
け
た
基
本
構
想「J-V

isio
n
2
0
2
2

」で

す
。１8
歳
人
口
が
減
り
始
め
る「
2
0
1
8
年
問

題
」に
も
対
応
す
る
た
め
、こ
の
ほ
ど「N

e
w
 

J-V
isio

n
22

」と
し
て
改
訂
し
ま
し
た
。こ
れ
ま

で
の
趣
旨
を
継
承
し
つ
つ
、学
校
間
の「
連
携
」と

新
た
な「
戦
略
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
創
出
し
、教
職
員
と
共
に
よ
り
透
明
性
の
高
い

経
営
を
推
し
進
め
ま
す
。ま
ず
、大
阪
工
業
大
学
は

2
0
1
7
年
春
開
設
の「
梅
田
キ
ャ
ン
パ
ス
」構

想
、摂
南
大
学
は
大
学
創
立
40
周
年
事
業
、広
島

国
際
大
学
は
量
か
ら
質
へ
の
転
換
を
目
指
す
改
革

プ
ラ
ン
を
、そ
れ
ぞ
れ
展
開
い
た
し
ま
す
。常
翔
学

園
中
学
・
高
校
と
常
翔
啓
光
学
園
中
学
・
高
校
は
、

各
々
の
教
育
の
特
色
を
生
か
し
、設
置
大
学
と
の

連
携
を
さ
ら
に
強
め
ま
す
。各
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ア
メ
ニ

テ
ィ
の
充
実
を
図
り
、こ
れ
ま
で
以
上
に
魅
力
あ
る

学
び
の
環
境
を
実
現
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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平
成
26
年
７
月
５
日（
土
）、穏
や
か
な
松
島
湾
を

眼
下
に
望
む
ホ
テ
ル
松
島
大
観
荘
で
平
成
26
年
度
総

会・全
国
支
部
交
歓
会
が
開
催
さ
れ
た
。ホ
テ
ル
に
入
る

と
目
に
飛
び
込
む
の
は
美
し
い
島
々
の
景
色
。遠
方
か

ら
の
校
友
も
長
旅
の
疲
れ
を
癒
さ
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　
通
常
総
会
は
地
元
新
聞
社
に
よ
る
取
材
記
者
も

入
る
中
、前
年
度
の
行
事
・
事
業
報
告
、会
計
決
算
・

監
査
報
告
、今
年
度
の
運
営
方
針
、会
計
予
算
報

告
な
ど
が
滞
り
な
く
執
り
行
わ
れ
た
。そ
の
後
、震

災
復
興
に
つ
い
て
の
講
演
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
交
歓
会
は
開
会
に
先
立
ち
、平
成
26
年
１
月
に

ご
逝
去
さ
れ
た
学
園
の
坂
口
前
理
事
長
と
東
日
本

大
震
災
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
へ
黙
祷
を
捧

げ
た
。そ
の
後
、村
田
事
業
部
長
の
高
ら
か
な
開
会

宣
言
に
よ
り
定
刻
に
始
ま
っ
た
。

　
内
山
会
長
に
よ
る
あ
い
さ
つ
で
は
、「
自
身
の
目

で
被
災
の
現
状
を
見
て
深
く
記
憶
に
留
め
、ま
た

我
々
の
気
持
ち
を
被
災
地
へ
少
し
で
も
届
け
る
た
め

に
東
北
で
の
開
催
を
決
定
し
た
。ぜ
ひ
東
北
を
元
気

付
け
た
い
」と
述
べ
ら
れ
、会
場
か
ら
盛
大
な
拍
手

が
送
ら
れ
た
。学
園
来
賓
を
代
表
し
て
久
禮
理
事

長
か
ら
は
、「
昨
今
教
育
を
取
り
巻
く
環
境
が
激
変

し
て
き
て
い
る
。政
府

の
成
長
戦
略
の
中
に

も
教
育
環
境
の
改
善

や
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の

輩
出
な
ど
が
盛
り
込

ま
れ
、学
園
と
し
て
も

梅
田
の
新
キ
ャ
ン
パ
ス

を
起
爆
剤
と
し
、教
職

員
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
く
。学
園
が
将
来
に
わ
た
っ
て
繁
栄
で
き

る
よ
う
、皆
様
か
ら
の
ご
支
援
を
お
願
い
し
た
い
」と

の
お
話
を
い
た
だ
い
た
。東
北
支
部
・
中
出
支
部
長

か
ら「
今
回
聞
く
こ
と
、見
る
こ
と
を
地
域
の
防
災

に
生
か
し
て
ほ
し
い
。今
宵
は
存
分
に
楽
し
め
る
よ

う
東
北
支
部
が
ホ
ス
ト
を
務
め
る
」と
の
歓
迎
の
あ

い
さ
つ
に
続
き
、山
崎
相
談
役
に
よ
る「
講
演
会
で

人
と
人
と
の
繋
が
り
が
深
い
ほ
ど
災
害
に
強
い
町
づ

く
り
が
で
き
る
と
い
う
話
が
あ
っ
た
が
、学
園
校
友

会
は
ま
さ
に
絆
そ
の
も
の
で
あ
る
。こ
の
地
が
立
派

に
復
興
を
遂
げ
る
こ
と
を
祈
念
す
る
」と
の
言
葉
と

と
も
に
乾
杯
の
発
声
で
歓
談
が
始
ま
っ
た
。

　
会
の
中
盤
、ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、青
葉
城
落

成
の
際
に
伊
達
政
宗
の
前
で
泉
州
・
堺
の
石
工
職
人

が
踊
っ
た
こ
と
が
起
源
と
さ
れ
る「
す
ず
め
踊
り
」が

披
露
さ
れ
た
。色
鮮
や
か
な
法
被
に
身
を
包
ん
だ
老

若
男
女
の
踊
り
手
た
ち
が
舞
台
か
ら
飛
び
出
す
と
、

小
気
味
よ
い
テ
ン
ポ
と
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
身
振
り
に

観
賞
し
て
い
た
校
友

た
ち
も
次
々
に
誘
わ

れ
、会
場
内
が
一
つ

と
な
っ
て
踊
っ
た
。

　
す
ず
め
踊
り
の

余
韻
が
残
る
中
、恒

例
の
青
年
部
に
よ

る
支
部
紹
介
が
始

ま
る
と
、会
場
内
の

熱
気
は
さ
ら
に
高

ま
っ
た
。田
村
青
年
部
長
ら
に
よ
り
、北
か
ら
南
へ
支

部
名
が
読
み
上
げ
ら
れ
て
い
く
と
、各
支
部
と
も

待
っ
て
ま
し
た
と
ば
か
り
に
趣
向
を
凝
ら
し
た
返
答

で
そ
れ
に
応
え
た
。

　
瞬
く
間
に
時
が
過
ぎ
、幸
せ
を
か
き
集
め
る

「
伝
統
の
熊
手
」が
、今
回
幹
事
支
部
を
務
め
た

中
出
東
北
支
部

長
よ
り
内
山
会

長
へ
返
還
さ
れ

た
。そ
し
て
次
回

の
開
催
地
は
神
戸

で
あ
る
こ
と
が
発

表
さ
れ
、幹
事
を

務
め
る
兵
庫
県

8
支
部
を
代
表
し
て
村
上
六
甲
支
部
長
へ
し
っ
か
り

と
手
渡
さ
れ
た
。阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
20
年
が

経
ち
、復
興
を
遂
げ
た
神
戸
で
元
気
に
集
う
こ
と

を
約
束
し
た
。最
後
に
、東
北
支
部
に
対
し
感
謝
の

意
を
込
め
て
盛
大
な
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

56

平
成
26
年
度
・
全
国
支
部
交
歓
会（
開
催
報
告
）

平
成
26
年
度
・
全
国
支
部
交
歓
会（
開
催
報
告
）

東
日
本
大
震
災
か
ら
3
年
が
経
過
し
、今
も
な
お

復
興
の
途
上
に
あ
る
東
北
へ
た
く
さ
ん
の
元
気
を

届
け
よ
う
と
、平
成
26
年
度
の
全
国
支
部
交
歓
会

が
日
本
三
景
で
あ
る
宮
城
県
・
松
島
で
開
催
さ
れ

た
。全
国
支
部
交
歓
会
48
年
の
歴
史
の
中
で
初
の

開
催
と
な
っ
た
東
北
の
地
に
、九
州
・
宮
崎
県
な
ど

全
国
各
地
か
ら
総
勢
3
3
4
名
の
校
友
・
来
賓
が

降
り
立
ち
、互
い
の
絆
を
確
か
め
合
っ
た
。

日
本
三
景
・
松
島
の
風
光
に

心
癒
さ
れ
る

日
本
三
景
・
松
島
の
風
光
に

心
癒
さ
れ
る

震
災
か
ら
の

早
期
復
興
を
願
い
開
会

震
災
か
ら
の

早
期
復
興
を
願
い
開
会

会
場
内
が
一
つ
に
な
っ
て

「
す
ず
め
踊
り
」を
堪
能

会
場
内
が
一
つ
に
な
っ
て

「
す
ず
め
踊
り
」を
堪
能

来
年
開
催
の
地

神
戸
で
の
再
会
を
誓
う

来
年
開
催
の
地

神
戸
で
の
再
会
を
誓
う

サ
プ
ラ
イ
ズ
ゲ
ス
ト
の
登
場
に

一
同
感
動

サ
プ
ラ
イ
ズ
ゲ
ス
ト
の
登
場
に

一
同
感
動

初
の
開
催
と
な
っ
た
東
北
の
地
に
、全
国
か
ら
３
０
０
人
を
超
え
る「
家
族
」が
集
結

総
会
・
全
国
支
部
交
歓
会
を

東
北 

松
島
で
開
催

初
の
開
催
と
な
っ
た
東
北
の
地
に
、全
国
か
ら
３
０
０
人
を
超
え
る「
家
族
」が
集
結

総
会
・
全
国
支
部
交
歓
会
を

東
北 

松
島
で
開
催

1月9日（金）～1月23日（金）

1月9日（金）～2月4日（水）

◆心理学部 ◆医療栄養学部 ◆看護学部 ◆薬学部〈6年制〉 ◆医療経営学部
◆総合リハビリテーション学部 ◆医療福祉学部 ◆保健医療学部

お問い合わせ先
入試センター フリーダイヤル 0120-55-1659 http://www.hirokoku-u.ac.jp

2015年度入試日程
入試種別

大学入試センター試験利用入試

一般入試後期

一般入試前期A日程

一般入試前期B日程
〔特待生入試実施〕

 一般入試前期BC方式　 全学部

本学での個別学力試験は
課さない

1月9日（金）～2月4日（水）
2月23日（月）～3月9日（月）

2月23日（月）～3月9日（月） 3月17日（火）

1月30日（金）、1月31日（土）
両日受験可

2月11日（水）・2月12日（木）
両日受験可

「一般入試前期B日程」と同じ　　　　　　　　　　　　　
〔一般入試前期B日程+大学入試センター試験〕　　　　　　　　　　　　　　　　

募集学部 出願期間 試験日

2015年4月 8学部10学科12専攻に。
2015年4月 東広島キャンパスに心理学部が誕生！（2015年4月設置）

前期
後期

いのちのそばに。ひととともに。

B日程（午前・午後）
国語・算数

B日程（午前・午後）
1月19日（月）

お問い合わせ先
入試部 常翔学園中学校・高等学校TEL.（06）6954-4436

中学校入試要項 高等学校入試要項
I類 ------------------- 30名 II類 ------------------- 70名募集人員

入試日

出願期間

入試教科

合否発表日

募集人員

入試日

出願期間

入試教科

合否発表日

A日程
1月17日（土）
9:00～

A日程　　　2014年12月18日（木）～2015年1月16日（金）
B日程（午前）2014年12月18日（木）～2015年1月17日（土）
B日程（午後）2014年12月18日（木）～2015年1月18日（日）

■詳しくはHPをご覧ください。

2014年12月18日（木）～2015年1月10日（土）必着

※ ※

※いずれも本校HP

A日程 3科・2科選択
国語・算数・理科

A日程
1月18日（日）

B日程（午前）
1月18日（日）
9:00～

B日程（午後）
1月18日（日）
15:30～

スーパーコース            35名
特進コース               120名
薬学・医療系進学コース   40名
文理進学コース       240名
2015年2月10日（火）

2015年1月23日（金）～1月29日（木）
9：30～16：00

■土・日は除く。本校窓口へ直接出願

国語・数学・英語・理科・社会
2015年2月13日（金）郵送

検 索

郵
送

窓
口

B日程
1月20日（火）

A日程
1月18日（日）

常翔啓光学園中学校・高等学校

お問い合わせ先
入試部 常翔啓光学園中学校・高等学校TEL.（072）807-6632

中学校入試要項 高等学校入試要項
■特進〔選抜〕コース：30名、■特進コース：60名募集人員

入試日

出願期間

合否発表日

募集人員

入試日

出願期間

入試教科

合否発表日

A日程
1月17日（土）
8:30～

A日程：2014年12月10日（水）～2015年1月15日（木）
B日程：2014年12月10日（水）～2015年1月17日（土）
C日程：2014年12月10日（水）～2015年1月20日（火）

A日程・B日程・C日程
2014年12月10日（水）～2015年1月10日（土）

※※※

※いずれも本校HP

※いずれも当日消印有効

C日程
1月22日（木）

B日程
1月18日（日）
16:00～

C日程
1月21日（水）
8:30～

特進コースI類〔選抜〕  35名

特進コースII類           70名

進学コース               105名
2015年2月10日（火）

2015年1月22日（木）～1月29日（木）
10：00～16：00

■土・日は除く。本校窓口へ直接出願

国語・数学・英語・理科・社会

2015年2月13日（金）12:00発送

検 索

郵

　送

窓

　口

■詳しくはHPをご覧ください。

　
終
宴
に
際
し
恒
例
の
校

友
会
の
歌
を
合
唱
す
る
と

こ
ろ
で
、サ
プ
ラ
イ
ズ
ゲ
ス

ト
と
し
て
歌
手
の
高
橋
樺

子
さ
ん
来
場
の
紹
介
が
あ
っ

た
。3
0
０
人
を
超
え
る
割

れ
ん
ば
か
り
の
拍
手
に
よ
り

出
迎
え
ら
れ
る
と
、高
橋
さ
ん
は
東
日
本
大
震
災

復
興
支
援
ソ
ン
グ「
が
ん
ば
れ
援
歌
」と
、6
月
に

カ
バ
ー
曲
と
し
て
リ
リ
ー
ス
さ
れ
た
ば
か
り
の

「
さ
ぁ
、手
を
振
ろ
う
」の
２
曲
を
熱
唱
。最
後
は

久
禮
理
事
長
を
は
じ
め
学
園
来
賓
や
校
友
会
役

員
ら
も
壇
上
へ
上
が
り
、高
橋
さ
ん
の
生
歌
に
よ

り「
さ
ぁ
、手
を
振
ろ
う
」の
大
合
唱
と
な
っ
た
。

平成２６年度総会・全国支部交歓会
支部別参加者一覧

支 部 名 等 人数
北 海 道
東 北
関 東
富 山 県
北 陸
福 井 県
愛 知 県
岐 阜 県
三 重 県
滋 賀 県
京 都 府
奈 良 県
和 歌 山 県
高 槻
茨 木
摂 津
吹 田
豊 中
箕 面
池 田
枚 方
交 野
寝 屋 川
守 口 門 真
大 東 畷
東 大 阪
八 尾・柏 原
南 河 内
　 堺 　
泉 州
泉 南
西 大 阪
旭 ・ 都 島
城 東・鶴 見
淀 川
川 西
宝 塚
伊 丹
尼 崎
六 甲
東 播
姫 路

0 
17 
21 
4 
3 
1 
5 
0 
2 
7 
3 
9 
8 
3 
5 
3 
1 
0 
2 
3 
17 
1 
2 
5 
1 
3 
0 
14 
7 
5 
0 
2 
0 
9 
0 
5 
8 
2 
1 
5 
3 
0 

支 部 名 等 人数
西 宮
鳥 取 県
島 根 県
岡 山 県
広 島 備 後
広 島 安 芸
山 口 県
香 川 県
徳 島 県
愛 媛 県
高 知 県
北 九 州
福 岡 県
佐 賀 県
長 崎 県
大 分 県
熊 本 県
宮 崎 県
鹿 児 島 県

府 窓 会
みおつくし会
堺 城 北 会
大成城北会
学 内 O B 会
き ん で ん
長 谷 工
近畿工大会
浅 海 電 気
鴻池城北会
ＦＵＤＯ城北会
奥村城北会
村本城北会
戸田城北会

工大校友会
高校校友会
短大大宮会
学 院クラブ
工 専クラブ
高 専 会

3 
3 
1 
8 
0 
2 
1 
2 
2 
6 
0 
2 
3 
0 
3 
2 
1 
2 
0 
 
4 
0 
0 
3 
1 
9 
0 
0 
0 
8 
3 
5 
3 
0 

0 
5 
1 
3 
6 
6 

合　　計 285
※校友のみをカウント



　
兵
庫
県
は
古
代
、摂
津
・
播
磨
・
但
馬
・
丹
波
・
淡
路

の
５
つ
の
国
か
ら
な
り
、海
や
山
か
ら
大
い
な
る
自
然

の
恵
み
を
受
け
て
き
ま
し
た
。今
日
も
そ
れ
ぞ
れ
が

独
自
の
す
ば
ら
し
い
地
域
文
化
と
風
土
を
育
み
、魅

力
に
溢
れ
た
街
が
い
た
る
と
こ
ろ
に
点
在
し
て
い
ま

す
。そ
の
中
で
も
、古
く
か
ら
国
際
交
流
の
窓
口
で

あ
り
今
も
異
国
情
緒
が
漂
う
神
戸
市
で
、平
成
27

年
度
の
全
国
支
部
交
歓
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
７
年
に
発
生
し
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら

20
年
が
経
ち
、多
く
の
人
た
ち
の
想
い
が
詰
ま
っ
た

神
戸
。会
場
の
近
く
に
は
開
港
当
時
に
外
国
船
の

荷
揚
げ
港
と
し
て
造
ら
れ
た
メ
リ
ケ
ン
波
止
場
跡
や

風
見
鶏
の
館
な
ど
が
あ
る
北
野
異
人
館
街
の
ほ
か
、

少
し
足
を
延
ば
せ
ば
日
本
一
の
酒
ど
こ
ろ「
灘
五
郷
」

が
あ
り
ま
す
。

　
西
洋
文
化
が
上
陸
し
て
き
た
か
つ
て
の
時
代
に
想

い
を
馳
せ
、そ
し
て
１
０
０
万
ド
ル
の
夜
景
に
乾
杯
し

ま
せ
ん
か
。兵
庫
県
の
８
支
部
が
一
丸
と
な
っ
て
み
な

さ
ん
を
迎
え
る
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
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講
演
会

　被
災
地
視
察
バ
ス
ツ
ア
ー

平
成
27
年
度 

総
会
・
全
国
支
部
交
歓
会（
開
催
案
内
）
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ロ
マ
ン
と
セ
ン
ス
が

　
　
　溢
れ
る
街
・
神
戸
で
開
催

　
全
国
支
部
交
歓
会
を
東
北
・
松
島
で
開
催
す

る
に
あ
た
り
、翌
日
に
被
災
地
を
視
察
す
る
バ
ス

ツ
ア
ー
を
開
催
し
た
。

　
当
初
の
予
定
を
大
き
く
上
回
る
１
４
４
人
が

ツ
ア
ー
に
参
加
し
、大
型
バ
ス
４
台
が
満
席
と
な
っ

た
。ホ
テ
ル
を
出
発
し
、ま
ず
は
松
島
を
巡
る
遊

覧
船
に
乗
り
、仁
王
島
や
伊
達
政
宗
が
形
の
良
さ

に
感
激
し
た
と
言
わ
れ
る
千
貫
島
な
ど
の
多
島

美
に
見
入
っ
た
。船
内
で
は
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
島
々

の
説
明
と
と
も
に
、震
災
当
日
か
ら
今
日
ま
で
の

道
の
り
や
防
災
に
つ
い
て
の
話
が
あ
り「
震
災
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
数
々
の
被
害
影
響
の
な
か

で
、唯
一
良
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
。そ
れ
は
津
波
に

よ
っ
て
海
の
底
が
さ
ら
わ
れ
て
綺
麗
に
な
っ
た
こ
と

だ
」と
の
言
葉
に
、一
同
感
慨
深
い
様
子
だ
っ
た
。

　
海
か
ら
の
視
察
を
終
え
る
と
、次
に
南
三
陸

町
へ
向
か
っ
た
。内
陸
か
ら
海
に
近
づ
く
に
つ
れ
、

平
地
に
建
物
が
な
く
な
っ
て
い
く
。そ
し
て
現
地

で
被
災
経
験
者
の
語
り
部
の
方
と
合
流
し
て
小

高
い
丘
の
上
に
あ
る
戸
倉
中
学
校
の
被
災
校
舎

や
被
害
の
跡
が
生
々
し
く
残
る
防
災
対
策
庁
舎

を
視
察
し
、手
を
合
わ
せ
た
。ま
た
、多
く
の
写

真
と
と
も
に「
日
ご
ろ
か
ら
の
防
災
意
識
の
有

無
に
よ
っ
て
生
死
が
分
か
れ
た
」「
い
ま
だ
に
何
千

人
も
の
方
が
不
便
な
避
難
所
生
活
を
送
っ
て
い

る
」と
、実
体
験
に
基
づ
く
話
は
テ
レ
ビ
で
は
決

し
て
伝
え
き
れ
な
い
も
の
が
あ
り
、そ
こ
に
自
然

災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
後
世
に
伝
え
よ
う
と
す
る

強
い
意
志
を
感
じ
た
。

　
太
平
洋
を
間
近
に
望
む
ホ
テ
ル
観
洋
で
昼
食

を
取
っ
た
後
は
、南
三
陸
さ
ん
さ
ん
商
店
街
で
買

い
物
を
し
た
。こ
こ
で
は
獲
れ
た
て
の
魚
貝
類
や

地
元
の
名
産
品
を
扱
う
お
店
の
ほ
か
、整
骨
院

や
散
髪
屋
な
ど
地
元
住
民
の
た
め
の
お
店
も
軒

を
連
ね
て
い
る
。応
援
す
る
つ
も
り
が
、地
元
の

方
々
の
と
び
き
り
の
笑
顔
に
こ
ち
ら
が
逆
に
元

気
を
い
た
だ
く
形
と
な
っ
た
。最
後
に
仙
台
市
街

へ
移
動
し
て
閖
上
地
区
を
視
察
。津
波
に
よ
り

全
て
が
流
さ
れ
た
風
景
を
目
の
当
た
り
に
し
、人

間
の
無
力
さ
を
感
じ
た
。今
回
添
乗
い
た
だ
い
た

バ
ス
ガ
イ
ド
さ
ん
の
実
家
も
こ
こ
に
あ
り「
形
と

し
て
は
な
く
な
っ
た
が
記
憶
の
中
に
は
ず
っ
と

残
っ
て
い
る
。悲
し
ん
で
い
る
だ
け
で
は
い
け
な
い
」

と
言
う
凛
々
し
い
姿
に
、明
日
に
向
か
っ
て
歩
み

を
進
め
る
強
さ
を
見
た
。今
回
の
ツ
ア
ー
で
は
多

く
の
こ
と
を
感
じ
、ま
た
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、一
日

も
早
い
復
興
を
願
い
現
地
を
後
に
し
た
。

現
状
を
記
憶
に
残
し
心
に
刻
む

南
三
陸
町
を
中
心
に
被
災
地
を
視
察

南
三
陸
町
を
中
心
に
被
災
地
を
視
察

被災地視察バスツアー

概　　　要

大阪工大工業経営学科卒業
後、アメリカに留学。本場のリ
ズム＆ブルース、ジャズの影響を
強く受ける。家業である電気工
事会社の社長を長く務めたあ
と、2006年にシャンソン歌手と
して本格デビュー。

えん・みつき（工大Ｂ４７卒）

平
成
27
年
度 

総
会・全
国
支
部
交
歓
会
の
ご
案
内

延 みつき
コンサート開催

現
地
校
友
が
様
々
な
方
法
で
の

復
興
支
援
状
況
や
体
験
談
を
語
る

震
災
復
興
に
関
す
る
講
演
会

　
総
会
に
引
き
続
き
、東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復

興
に
関
す
る「
講
演
会
」を
開
催
し
た
。

　
ま
ず
東
北
支
部
の
４
人
よ
り
話
が
あ
り
、喜
岡

章
氏（
工
大
Ｂ
４
５
）は
福
島
県
で
の
放
射
能
除
染

に
つ
い
て
様
々
な
手
法
を
用
い
て
取
り
組
む
も
、原

発
よ
り
70
㎞
離
れ
た
地
域
で
す
ら
な
か
な
か
作
業

が
進
ま
な
い
現
状
に
つ
い
て
話
し
た
。次
に
岡
田
大

典
氏（
工
大
Ｃ
Ｈ
８
）は
、地
震
発
生
直
後
の
混
乱

の
中
で
の
行
動
や
、実
際
に
津
波
に
遭
遇
し
て
車
ご

と
流
さ
れ
た
時
の
状
況
、甚
大
な
被
害
を
受
け
た

仙
台
港
の
岸
壁
復
旧
工
事
に
つ
い
て
説
明
。ま
た
、

鶴
亜
佐
雄
氏（
工
大
Ｃ
４
０
）は
除
染
に
か
か
る

初
期
調
査
や
除
染
作
業
現
場
の
苦
労
な
ど
に
つ

い
て
詳
細
に
語
っ
た
。最
後
に
西
川
英
春
氏（
工
大

Ｃ
４
７
）は
岩
手
県
沿
岸
で
の
瓦
礫
処
理
に
つ
い

て
、津
波
堆
積
物
の
処
理
に
関
す
る
映
像
と
と
も

に
紹
介
し
た
。

　
続
い
て
、東
北
工
業
大
学
教
授
で
校
友
で
も
あ

る
今
西
肇
氏（
工
大
院
Ｃ
５
１
）よ
り「
復
興
大
学

と
い
う
新
た
な
復
興
支
援
の
取
り
組
み
」を
テ
ー
マ

に
講
演
を
い
た
だ
い
た
。文
部
科
学
省
承
認
の
復
興

大
学
で
推
進
本
部
長
を
務
め
、復
興
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
と
し
て
被
災
し
た
約
４
０
０
社
を
訪
問
。各

社
と
も
販
売
経
路
の
確
保
や
技
術
継
承
、風
評
被

害
な
ど
の
問
題
を
抱
え
る
も
、沿
岸
部
と
内
陸
部

で
は
復
興
に
向
け
た
課

題
に
差
異
が
あ
る
こ
と

な
ど
の
説
明
が
あ
っ
た
。

ま
た
大
学
に
お
け
る
役

割
と
し
て「
大
学
の
理
念

や
ビ
ジ
ョ
ン
を
い
か
に
社

会
貢
献
に
結
び
付
け
て

い
く
か
が
大
切
で
あ
る
」

と
熱
く
語
っ
た
。

             ２０１５年（平成２７年）７月４日（土）
総　会 : 午後４時１５分～４時４５分
歓迎コンサート : 午後５時０0分～５時４５分
交歓会 : 午後６時００分～８時００分

■ 日　時

■ 会　場

ＪＲ・阪神「元町」駅より徒歩１０分  市営地下鉄「みなと元町」駅より徒歩５分
三宮バスターミナル（ＪＲ三宮駅前南・ミント神戸１階）からシャトルバスが
運行しています

        ホテルオークラ神戸
〒650-0042 兵庫県神戸市中央区波止場町２－１
TEL : 078-333-0111  FAX : 078-333-6673
http://www.kobe.hotelokura.co.jp/

■ 参加費

8,000円【日帰り】
申込先 : 学園校友会事務局
TEL : 06-6955-6662
FAX : 06-6955-1412
※申込期限等については、別途学園
　校友会ホームページにて案内するほか、
　全国の支部長宛てにご案内します。

アクセス
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平
成
26
年
10
月
18
日（
土
）、学
園
・
大
阪
セ
ン
タ
ー「
ラ
ウ
ン
ジ
翔
」

に
て
青
年
会
準
備
会
を
開
催
し
た
。

　
青
年
会
は
、本
会
に
お
け
る
役
員
の
若
返
り
を
目
的
と
し
て
い

る
。具
体
的
に
は「
若
い
校
友
の
、若
い
校
友
に
よ
る
、若
い
校
友

の
た
め
の
会
」と
し
て
、卒
業
後
数
年
の
校
友
間
の
交
流
を
活
性

化
す
る
た
め
に
様
々
な
参
加
型
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
運
営
を
行

な
っ
て
い
く
。

　
会
の
発
足
に
あ
た
り
、田
代
教
諭
の
計
ら
い
の
も
と
7
人
の
卒

業
生
が
集
ま
っ
た
。準
備
会
実
施
に
先
立
ち
、堀
井
会
長
か
ら
校

友
会
の
目
的
や
青
年
会

へ
の
期
待
に
つ
い
て
話
が

あ
っ
た
。続
い
て
、板
倉
組

織
部
長
か
ら
、準
備
会
に

お
け
る
協
議
内
容
に
つ
い

て
案
内
が
あ
っ
た
。

　
準
備
会
で
は
、
参
加

者
か
ら
積
極
的
な
発

言
・
提
案
が
あ
り
、次
の

内
容
で
の
実
施
が
承
認

さ
れ
た
。

①
本
会
の
名
称

   

「
常
翔
好
友
ク
ラ
ブ
」

②
担
当
役
員

　
小
原
優
香
組
織
部
員（
H
16
卒
）

③
今
後
の
活
動
指
針

　
準
備
会
終
了
後
、引
き
続
き
懇
親
会
を
行
い
、参
加
者
の
近
況

や
校
友
会
活
動
に
対
す
る
質
問
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。役
員

と
若
い
卒
業
生
と
の
間
で
年
齢
差
を
超
え
た
交
流
を
行
う
こ
と
が

で
き
、名
残
惜
し
く
も
散
会
し
た
。

　
平
成
25
年
10
月
12
日（
土
）、阪
急
タ
ー
ミ
ナ
ル
ス
ク
エ
ア
・
17
に

て
常
翔
学
園
高
等
学
校
校
友
会
の
総
会
を
開
催
し
た
。総
会
は
、

前
年
度
事
業
報
告
、決
算
・
監
査
報
告
お
よ
び
今
年
度
運
営
方

針
・
予
算
の
報
告
を
行
い
、終
了
後
に
、ラ
グ
ビ
ー
部
監
督
・
野
上
先

生
の
講
演
会
を
行
な
っ
た
。

　
続
い
て
行
わ
れ
た
懇
親
会

で
は
、堀
井
会
長
の
挨
拶
に
続

き
来
賓
を
代
表
し
て
、北
尾

校
長
先
生
か
ら
ご
祝
辞
を
い

た
だ
い
た
。宴
は
内
山
学
園
校

友
会
長
の
乾
杯
で
始
ま
り
、会

員
同
士
の
近
況
報
告
等
で
大

い
に
盛
り
上
が
っ
た
。今
回
は

母
校
の
校
友
教
諭
の
参
加
も

多
く
、実
り
あ
る
ひ
と
時
を
過

ご
し
、来
年
の
再
会
を
約
束
し

て
散
会
し
た
。

青
年
会
準
備
会
が
発
足

校
友
会
に
若
い
パ
ワ
ー
を

平
成
25
年
度
総
会
の
模
様

平成26年度・総会開催案内
■ 日　　時

平成２７年２月２８日（土）
総　会 : 17：30～　懇親会 : 18：00～

H26年度 活動スケジュール
H26.4.10

   5.15

   6.14-15

   7.23

   8.22

   9.10

   9.20-21

  10.2

  12.6

H27.1.9

   2.28

   3.3

   3.24

会計監査・運営会議
参事会
役員研修会
運営会議
運営会議
参事会
文化祭出店
運営会議
卒業後5年目・10年目 合同クラス同窓会
運営会議
総会
運営会議
参事会

　
平
成
26
年
9
月
20
日（
土
）・
21
日（
日
）、常
翔
学

園
中
学
校
・
高
等
学
校
文
化
祭
に
て
、常
翔
学
園
中

学
校
・
高
等
学
校
校
友
会
に
よ
る「
Ｊ
ｏ
ｓ
ｈ
ｏ
　
Ｃ

ａ
ｆｅ
」を
出
店
し
た
。

　「
Ｊ
ｏ
ｓ
ｈ
ｏ
　
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
」は
、文
化
祭
参
加
者
の

憩
い
の
場
と
し
て
腰
を
落
ち
着
け
休
憩
で
き
る
空

間
を
作
り
出
す
こ
と
を
目
的
に
出
店
を
始
め
た
。

コ
ー
ヒ
ー
等
の
飲
み
物
は
安
価
で
提
供
し
、お
茶
菓

子
を
サ
ー
ビ
ス
で
無
料
に
し
て
い
る
。今
年
で
3
度

目
の
出
店
を
迎
え
、ゆ
っ
く
り
と
く
つ
ろ
げ
る
空
間

を
作
り
出
す
こ
と
に
毎
年
努
力
し
て
い
る
。

　
今
回
は
、在
校
生
父
母（
校
友
）の
協
力
を
得

て
昭
和
50
年
代
以
降
の
卒
業
ア
ル
バ
ム
を
陳
列

し
、か
つ
て
の
高
等
学
校
学
舎
や
周
辺
の
写
真
パ

ネ
ル
を
展
示
す
る
こ
と
で
、当
時
の
雰
囲
気
を
楽

し
め
る
展
示
品
に
力
を
入
れ
た
。ま
た
、ス
タ
ッ
フ

の
増
員
を
図
り
、飲
料
の
提
供
時
間
短
縮
が
達

成
で
き
た
。そ
の
中
で
も
、卒
業
後
2
年
目
の
校

友
の
協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
、若
さ
あ
ふ
れ
る

接
客
で
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
た
。

　
さ
ら
に
、父
母
後
援
会
で
組
織
す
る
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
ク
ラ
ブ
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
や
ト
ロ
フ
ィ
ー
の
展
示
も

行
い
、他
の
展
示
品
と
比
べ
異
色
で
あ
っ
た
の
か
、そ

れ
に
興
味
が
引
か
れ
る
来
店
者
も
多
く
、ス
タ
ッ
フ
の

苦
笑
す
る
場
面
も
見
ら
れ
た
。

　
来
店
者
は
、卒
業
ア
ル
バ
ム
を
見
て
、若
き
日
の
自

身
の
姿
に
歓
談
も
絶
え
ず
、時
間
も
忘
れ
て
話
し
込

む
姿
も
見
ら
れ
、母
校
の
あ
り
し
日
の
姿
に
感
銘
を

受
け
て
い
る
様
子
が
伺
え
た
。

　
校
友
会
関
係
者
で
は
、大
先
輩
方
の
来
店
も
あ

り
、出
店
の
お
祝
い
の
言
葉
と
と
も
に
、今
後
の
校

友
会
活
動
へ
の
励
ま
し
が
あ
っ
た
。

　
文
化
祭
は
全
体
的
に
盛
況
の
ま
ま
終
わ
り
を
迎

え
た
。今
後
も
、中
学
校
・
高
等
学
校
行
事
に
も
積

極
的
に
参
加
し
て
い
く
こ
と
で
、在
校
生
や
そ
の

父
母
・
卒
業
生
へ
校
友
会
活
動
の
情
報
を
発
信

し
、活
性
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

常
翔
学
園
中
学
校
・
高
等
学
校
文
化
祭

Ｊ
ｏｓ
ｈｏ 

Ｃａ
ｆｅ 

Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ

Josho Cafe

青年会準備会

常翔学園中学校・高等学校校友会総会

常翔学園中学校・高等学校校友会

な　う

先進の機器を融合させた
快適ビジネス環境を提供します

Dynamic & Soft

株式会社 スイタ情報システム
URL：http：//www.suita.co.jp
大阪本社：〒531-0076 大阪市北区大淀中２丁目１番１号 TEL 06-6453-9411
東京本社：〒105-0013 東京都港区浜松町２丁目６番２号 TEL 03-3431-7511

情報通信ネットワーク

代表取締役　荒居 新蔵

IP電話、IP-PBX機器
FAX、複合機、パソコン
セキュリティー機器
ネットワーク構築

電源設備
太陽光発電システム
UPS、発電機システム
直流電源システム
空調・照明システム

コンピュータ応用機器
コールセンターシステム
遠隔映像監視システム
入退室管理システム
テレビ会議システム

■ 船舶用システム製品

■ 産業用システム製品

■ 機器（ブレーカ）製品

■ 医 療 関 連 製 品

〒545-0021 大阪市阿倍野区阪南町7-2-10
TEL：（06）6692-1131（大代表）　FAX：（06）6692-2122

http://www.terasaki.co.jp/

5本の羽は、5つの事業を柱に
100周年へ向けてはばたいて
いく決意を表しています。

■ エンジニアリング及び
     ライフサイクルサービス

世界で配電制御の
革新を続けるテラサキ
世界で配電制御の
革新を続けるテラサキ

■ 会　　費

6,000円（20代の方と女性は3,000円）
■ 申込期限

2月16日（月）
※詳しくはhttp://highs-josho.koudai-kai.jp/を参照

■ 申 込 先
学園校友会事務局 ☎06-6955-6662（担当：北川）

■ 場　　所

ホテル阪神
〒553-0003 大阪市福島区福島5-6-16
TEL 06-6344-1661（代表） ＪＲ環状線「福島駅」下車すぐ
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大
阪
工
業
大
学
と
大
阪
工
業
大
学
校
友
会
の
共
催

に
よ
る「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー（
H
C
D
）2

0
1
4
」を
10
月
25
日（
土
）に
大
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

催
し
ま
し
た
。2
回
目
の
開
催
と
な
る
今
回
も
卒
業

後
20
年
と
そ
れ
以
降
10
年
ご
と
の
節
目
の
年
を
迎
え

ら
れ
た
校
友
を
メ
イ
ン
ゲ
ス
ト
と
し
て
ご
家
族
と
と
も

に
招
待
し
、そ
の
他
の
校
友
も
含
め
2
2
0
人
を
超

え
る
参
加
者
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ご
家
族

の
中
に
は
ご
高
齢
の
お
母
さ
ま
も
参
加
さ
れ
、大
変
微

笑
ま
し
く
感
じ
る
と
同
時
に
感
激
を
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、午
後
か
ら
の
開
催
と
し
、歓
迎
セ
レ
モ

ニ
ー
は
現
役
学
生
が
司
会
進
行
を
務
め
、ウ
イ
ン
ド

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
部
員
に
よ
る
演
奏
で
開
会
式
に
華
を

添
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。新
企
画
と
し
て「
高
齢
化

社
会
に
役
立
つ
人
に
や
さ
し
い
ロ
ボ
ッ
ト
」と
題
し

て
、工
学
部
ロ
ボ
ッ
ト
工
学
科
の
筒
井
教
授
に
よ
る

講
演
会
を
開
催
。講
演
終
了
後
も
、校
友
か
ら
熱
心

な
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
あ
と
の
キ
ャ
ン
パ
ス
見

学
ツ
ア
ー
で
は
、校
友
の
グ
ル
ー
プ
を
3
つ
の
コ
ー
ス

に
分
け
て
現
役
学
生
に
案
内
役
を
担
当
い
た
だ
き
、

校
友
か
ら
も
現
役
学
生
か
ら
も
お
互
い
に
触
れ
合
え

る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
と
の
感
想
を
聞
い
て
い
ま

す
。こ
の
こ
と
は
、H
C
D
の
大
切
な
目
的
の
一つ
が

達
成
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
全
体
交
流
会
で
は
、学
園
の
久
禮
理
事
長
や
井

上
工
大
学
長
を
お
迎
え
し
、グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
O
B
有

志
に
よ
る
コ
ー
ラ
ス
、キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
ツ
ア
ー
の
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
参
加
者
へ
の
抽
選
会
、応
援
団
に
よ
る

学
歌
斉
唱
な
ど
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
大
学
の
多
大
な
る
ご
協
力
の
も
と
、
無
事

H
C
D
2
0
1
4
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。実

行
委
員
を
は
じ
め
、参
加
い
た
だ
い
た
校
友
の
皆
様
方

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。来
年
も
さ
ら
に
充
実
し
た

H
C
D
が
で
き
る
よ
う
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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工
大
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
開
催
報
告

支
部
活
性
化
の
た
め
の
ア
イ
デ
ア
コ
ン
ペ

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
実
行
委
員
長

　北
條 

勝
彦（
大
阪
工
業
大
学
校
友
会 

会
長
）

校
友
、久
し
ぶ
り
の

        

母
校
で
絆
を
確
か
め
る

当日スケジュール

13：00
14：00
14：40

15：30
16：30

受付開始
歓迎セレモニー
講演会
「高齢化社会に役立つ
 人にやさしいロボット」
講師 筒井 博司 教授
（大阪工大工学部ロボット工学科）

キャンパス見学ツアー
全体交流会（懇親会）

大阪工業大学
大宮キャンパス

10月25日（土）

大阪工業大学
ホームカミングデー2014

̶

支
部
を
活
性
化
さ
せ
る
方
策
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
学
園
校
友
会
本
部
で
は
、運
営
方
針
に
も
掲
げ

日
々
検
討
を
重
ね
て
い
た
。各
支
部
で
は
試
行
錯
誤

の
う
え
、さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
お
り
、

成
功
事
例
も
多
々
あ
る
。そ
こ
で
学
園
校
友
会
で
は

「
支
部
活
性
化
の
た
め
の
ア
イ
デ
ア
コ
ン
ペ
」を
企
画

し
た
。一
昨
年
岡
山
で
開
催
さ
れ
た
全
国
支
部
交

歓
会
に
て
発
表
し
、昨
年
度
末
ま
で
ア
イ
デ
ア
を

募
っ
た
。平
成
２６
年
２
月
に
選
考
委
員
会
を
設
置
。

４
月
１７
日
に
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、応
募
の
あ
っ
た

４
件
か
ら
各
賞
を
選
出
。５
月
の
理
事
会
で
発
表
と

表
彰
状
・
副
賞
の
贈
呈
が
あ
っ
た
。

 

最
優
秀
賞
・
東
播
支
部
か
ら
の
提
案
は
、支
部
会
員

と
そ
の
家
族
そ
し
て
現
役
工
大
生
が
参
加
す
る
画

期
的
な
も
の
で
、目
玉
は
市
民
レ
ガ
ッ
タ
へ
の
参
加

で
あ
る
。学
生
課
を
通
じ
て
在
学
生
に
案
内
を
す
る

と
と
も
に
、早
期
か
ら
工
大
体
育
会
漕
艇
部
の
監
督

に
も
協
力
要
請
し
、当
日
に
部
員
を
派
遣
い
た
だ
い

た
。

　
平
成
２６
年
７
月
２７
日(

日)

に
実
施
さ
れ
た
こ
の
イ

ベ
ン
ト
に
は
、支
部
会
員
２０
人
と
そ
の
ご
家
族
、校
友

会
青
年
部
か
ら
１
人
、地
元
在
住
の
工
大
生
が
１

人
、現
役
漕
艇
部
員
５
人
の
計
３４
人
が
参
加
。メ
イ

ン
で
あ
る
「
加
古
川
市
民
レ
ガ
ッ
タ
」に
舵
手
付
き

フ
ォ
ア
で
４
ク
ル
ー
が
初
級
部
門
に
エ
ン
ト
リ
ー

し
、そ
の
う
ち
１
艇
が
何
と
優
勝
！

　
全
て
の
チ
ー
ム
名
に「
大
阪
工
業
大
学
」の
名
を

付
け
、加
古
川
市
民
に
か
な
り

ア
ピ
ー
ル
で
き
た
の
で
は
。競

技
の
あ
と
は
、
同
会
場
で
の

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
ん
だ
。

コ
ン
ロ
、食
材
の
準
備
は
万
全

だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、肝

心
の
炭
を
買
い
忘
れ
た
と
い

う
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
ご
愛
嬌
で
、

学
生
も
含
め
参
加
者
は
皆
、

大
満
足
の
一
日
を
過
ご
し
た
。

今年度もコンペを
開催中です。

皆様からのご応募を
お待ちしています！

最優秀賞●東播支部　１０万円
特 別 賞●愛知県支部  ３万円

第
１
回
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校
友
の
選
挙
情
報
　
大
淀
会
レ
ポ
ー
ト

新
年
名
刺
交
換 

学
園
・
各
支
部

学校法人常翔学園北海道支部
支 部 長

副支部長

〃

幹 　 事

会 　 計

監 　 査

〃

中 谷 暁 生
岡 　 　 孟
高 橋 陽 一
岡 山 豊 昌
橋 本 信 昭
山 下 政 紀
原 田 裕 功

理 事 長

大阪工業大学
学　　長

摂南大学
学　　長

広島国際大学
学　　長

常翔学園
中学・高校 校長

常翔啓光学園
中学・高校 校長

久禮哲郎

井上正崇

今井光規

秋山實利

北尾元一

里村　裕

東北支部
支部長・理事

昨年は全国支部交歓会にご参加を頂き、
有難うございました。

事務局　〒981-1245 宮城県名取市ゆりが丘1-8-13
　　　岡田賢一（Ｃ４７）ＴＥＬ 022-386-2284

中出和人（Ｃ４６）

大阪工業大学学園校友会関東支部
広島国際大学校友会関東支部　　
東  芳  会

会 長 　石垣英明（ＤＳ４１）
会員一同

富山県支部
名誉顧問

相 談 役

〃

〃

支 部 長

副支部長

〃

事務局長

事 務 局

〃

〃

監　　査

太田　澄
中田昭夫・此川阜二夫
林　富男・関口孝志
荒木　甫・小川秀明
河合初男
高島麟太・明吉幹雄
新木清治
石永裕明
福田正伸・高林博俊
森　　登・出戸端譲
水島喜和・藤原芳人
高柳昌人・平田　智

北陸支部
米田昭夫
新井重男・河上祐順
長田　斉・右近久喜
堀野順治・池田壽男
宮崎喜昌
東　正幸
高　政俊・酒井行雄
恒川　泰
西村博司・田井芳洋
野崎健二・池多時道
野村哲司

名誉顧問

相 談 役

　

理　　事

支 部 長

副支部長

事務局長

事 務 局

　

監　　査

福井県支部
顧　　問

支 部 長

副支部長

〃

事 務 局

井 伊 俊 朗
阿 戸 元 宏
藤 澤 　 寛
本 田 　 章
小野田利憲

愛知県支部
支 部 長

副支部長
会 　 計
事 務 局

浅 菜 宝 明
中 野 辰 英
多々内丈雄

三重県支部
顧　　問

〃

支 部 長

副支部長

〃

事務局長

会　　計

監　　査

〃

落 合 弘 明
奥 井 明 男
瀬 木 　 慧
藪 　 光 忠
中 尾 修 也
伊 東 敏 之
大 森 哲 也
山 川 耕 治
今 井 孝 明

滋賀県支部奈良県支部
支 部 長

副支部長

〃

〃

馬場敏一
守野清六・白井勝好
籔本俊作・嶋林　勉
小野　周・西村健治

京都府支部

支 部 長 川 嶋 昌 幹

支 部 長 樋 上 幸 夫支 部 長 藤 井 之 孟

支 部 長 高井保二

顧　　問

相 談 役

〃

〃

支 部 長

副支部長

〃

〃

幹 事 長

事務局長

会　　計

副 会 計

幹　　事

会計監査

〃

田 中 英 至
村 本 昌 亮
眞 野 康 彦
西 川 　 均
味 波 　 亨
山 上 雄 平
鳥 井 　 晃
梶 本 勝 裕
西 田 嘉 弘
池 田 友 活
本 田 義 蔵
山 本 　 勉
高 岡 光 男
山 東 政 幸
中 尾 七 隆

和歌山県支部

〒641-0055 和歌山市和歌川町6-36
　　　　ＴＥＬ 073-444-7273

高槻支部
名誉顧問

支 部 長

副支部長

〃

幹 事 長

事務局・会計

監　　査

参　　与

江村利雄
根来道徳
吉田嘉治
藤田頼夫
杉原　尚
福山史朗
長野幸一・稲垣芳広
吉田達雄・中田政春
山下捷雙・中尾鐡之丞
上西嘉男

顧　　問
相 談 役
〃

参　　与
支 部 長
副支部長
青年部長
会計監査
幹 事 長
常任幹事

上田嘉夫
加藤秀治・藤井為之
美崎良史・奥野　保
太田　澄
織田幹範
緒方博光・藤井康之
中野　剛
矢延正信
加藤眞一
池上春雄・大西義明・河野勝則
木原芳彦・正田照夫・高木雄一郎
田中那華男・中田惠三・永石辰一
西田善章・橋本善治・長谷川昌弘
藤井啓文・前田冨久児・吉田　浩
吉田宣郎・河村康弘

茨木支部

摂津支部

事務所　〒566-0046 摂津市別府1-7-9
TEL 06-6349-0579

吹田支部

事務所　〒564-0038 吹田市南清和園町7-11
　　　　㈱藤井精密内（藤井之孟）
　　　 TEL 06-6317-1345

豊中支部

会 員 一 同
事務局　〒560-0022 豊中市北桜塚1-2-1

TEL 06-6841-0361

箕面支部

会 員 一 同

池田支部
相 談 役

〃

支 部 長

副支部長

幹 事 長

副幹事長

書　　記

会　　計

監　　査

青年部長

藤田善久・原田明治
勝又国雄・清水正雄
前田　敏
小林義典
福井康二
南　哲夫
中村久士
片山正彦
星川光弘・三原光治
東本秀彦

　
当
日
は
、天
候
に
も
恵
ま
れ
て
ま
さ
に
ゴ
ル
フ

日
和
と
な
り
、早
朝
の
ス
タ
ー
ト
に
も
か
か
わ
ら
ず

７
組
・
26
人
が
参
加
し
た
。『
コ
ー
ス
は
変
化
に
富

ん
で
、フ
ェ
ア
ウ
ェ
イ

の
幅
も
あ
る
の
で

豪
快
な
シ
ョ
ッ
ト
が

打
て
、打
ち
下
ろ
し

や
谷
越
え
が
あ
り

ス
コ
ア
は
ま
と
ま
り

や
す
い
』と
の
コ
ー

ス
Ｐ
Ｒ
通
り
、な
か

な
か
難
し
く
苦
労

の
多
い
コ
ー
ス
な
が

ら
、ア
ウ
ト
・
イ
ン

共
に
30
台
で
上
が
ら
れ
た
先
輩
も
お
り
、ハ
イ
レ
ベ

ル
な
コ
ン
ペ
と
な
っ
た
。ホ
ー
ル
ア
ウ
ト
後
の
懇
親

会
で
成
績
発
表
を
行
い
、優
勝
・
藤
井
健
太
郎
氏

（
工
大
Ａ
43
）【
グ
ロ
ス
93
／
N
E
T
69
】、準
優

勝
・
萩
原
健
久
氏（
高
専
Ａ
39
）【
グ
ロ
ス
90
／
N

E
T
70
】、３
位
・
堀
田
稔
氏（
高
校
Ｃ
38
）【
グ
ロ

ス
82
／
N
E
T
7
1.

3
】は
じ
め
、そ
れ
ぞ
れ
に

賞
品
が
贈
ら
れ
た
。次
回
開
催
の
案
内
後
、散
会

し
た
。       

　  

　
　
　
　
　
　
　（
藤
原 

長
彦
）

　
学
園
教
職
員
と
の
合
同
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
は
今
回
で

記
念
す
べ
き
10
回
目
を
迎
え
た
。そ
こ
で
、例
年
８

月
に
開
催
し
て
き
た
も
の
を
、よ
り
多
く
の
教
職
員

が
参
加
で
き
る
よ
う
今
回
か
ら
学
園
創
立
記
念
日

の
開
催
と
し
た
。そ
の
お
か
げ
で
学
園
か
ら
は
久
禮

理
事
長
や
井
上
工
大
学
長
、里
村
常
翔
啓
光
学
園

中
高
校
長
を
は
じ
め
22
人
に
参
加
い
た
だ
き
、校
友

を
含
め
総
勢
74
人
が
集
ま
っ
た
。

　
当
日
は
秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
、絶
好
の
ゴ
ル
フ
日
和

と
な
っ
た
。会
場
と
な
っ
た
聖
丘
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

は
広
大
な
羽
曳
野
丘
陵
に
27
ホ
ー
ル
を
有
し
、巧
み

に
配
さ
れ
た
木
立
や
グ
リ
ー
ン
、池
な
ど
戦
略
性
の

高
い
ホ
ー
ル
で
日
ご

ろ
の
練
習
の
成
果

を
競
い
合
っ
た
。
砂

の
撒
か
れ
た
グ
リ
ー

ン
に
悪
戦
苦
闘
し
、

ま
た「
フ
ォ
ア
ー
」の

声
が
多
々
聞
か
れ
る

シ
ー
ン
も
あ
っ
た
が
、

終
始
和
や
か
な
ラ

ウ
ン
ド
と
な
っ
た
。

　
表
彰
式
で
は
ス
テ
ー
キ
な
ど
の
豪
華
賞
品
が
多

数
用
意
さ
れ
、飛
び
賞
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
た

「
学
長
賞
」は
久
禮
理
事
長
が
獲
得
。拍
手
喝
采
の

な
か
井
上
工
大
学
長
か
ら
国
産
松
茸
が
贈
呈
さ
れ

た
。優
勝
は
山
口
忠
俊
氏（
工
大
A
４3
）【
グ
ロ
ス
94

／
N
E
T
7
0.
2
】が
収
め
、今
回
新
調
さ
れ
た

優
勝
カ
ッ
プ
を
手
に
し
た
。ま
た
、取
り
切
り
と
な
っ

た
こ
れ
ま
で
の
優
勝
カ
ッ
プ
は
、過
去
10
回
の
う
ち

７
回
以
上
参
加
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象
と
し
、今
回

最
も
成
績
の
良
か
っ
た

工
大
学
生
部
長
の
西

川
出
教
授【
グ
ロ
ス
74

／
N
E
T
73
】が
持

ち
帰
っ
た
。

　
最
後
に
幹
事
か
ら

次
回
以
降
も
学
園
創

立
記
念
日
に
合
同
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
を
開
催
す

る
こ
と
が
報
告
さ
れ
、

今
後
さ
ら
に
親
睦
の

輪
が
広
が
っ
て
い
く
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。

選挙当選者
平成２６年に実施された選挙で、校友が

再選されました。心からお慶び申し上げ、ご紹介します。
（判明分のみ掲載）

■ 選挙当選者一覧（選挙日順・敬称略）
選挙日

４月１３日（日）

４月２０日（日）

４月２７日（日）

役　　職

徳島県三好郡東みよし町長

河内長野市議会議員

奈良県宇陀市長

氏　　名

川原 義朗（かわはら・よしろう）

丹羽 実（にわ・みのる）

竹内 幹郎（たけうち・みきお）

卒科年

工大Ａ４７

工大Ｅ５３

工大Ｃ４７

日
　
時
：
平
成
26
年
４
月
24
日（
木
）

場
　
所
：
宝
塚
ク
ラ
シ
ッ
ク
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

日
　
時
：
平
成
26
年
10
月
30
日（
木
）

場
　
所
：
聖
丘
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

●
学
園
＆
大
淀
会
合
同
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

平成27年度の「大淀会」開催日程が決定！！
学園 ＆ 大淀会合同
ゴルフコンペ

開 催 日

平成２７年

１０月３０日（金）
※場所および時間などの詳細は改めてご案内いたします

大淀会
春のゴルフコンペ

開 催 日

平成27年

4月21日（火）
８：２1スタート

場　所：能勢カントリー倶楽部
（兵庫県川西市東畦野長尾１－３）

情報を
お寄せください！！
母校への想いを同じくする首長や議
員として活躍されている校友の皆様
の情報収集に努めています。選挙時
には支部を通じて申請を受け、檄文
や激励電報などの対応を行なってい
ます。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

大
淀
会
レ
ポ
ー
ト

大
淀
会
レ
ポ
ー
ト

●
大
淀
会
春
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

選挙当選者

春



校友タイムス Vol.436 January 2015校友タイムス Vol.436 January 2015

1516

新
年
名
刺
交
換 

各
支
部

新
年
名
刺
交
換 

各
支
部

相 談 役
〃
〃

支 部 長
副支部長
〃

会　　計
監　　査
〃

幹　　事
〃
〃
〃
〃

亥埜良雄・芦田多喜雄
北村七良・藤倉　徴
奥田政雄
若松富士男
雲川康彦・下江康夫
端野敦夫
原田奉紀
江森利夫
吉山建雄
成宮一男・天羽孝則
井上隆司・植田耕司
野田明男・坂山典久
桑原顕一・木内哲哉
中井吉和・前田浩司

北 川 健 治
乾 　 敏 夫
田 中 　 猛
吉 岡 剛 士
平 尾 　 實
道 上 武 二

支 部 長
副支部長
〃

幹 事 長
監　　査
〃

支 部 長
副支部長
〃
〃

相 談 役

中川龍美
橋本三千穂
南出正和・齋藤精二
登　定次・木櫛祥文
越前屋棟・中野鬼子夫

事務局　㈱藤原設計測量事務所内
〒571-0066 門真市幸福町1-42　TEL 06-6908-6041

早川　勝
麻田幹彦
橋本和昌
牧野幸保・井坂良輔
北田幸明・衣田順一
増田靖夫

支 部 長
相 談 役
顧　　問
副支部長
〃

幹 事 長

東大阪支部
支 部 長

副支部長

〃

河野啓一
笹谷勇介
林田英徳

顧　　問
支 部 長
副支部長
〃

事務局長

芦田武夫
吉村晴之
西川　充・神保義一
呉宮仁鎬
比良純高
他役員一同

南河内支部
相 談 役
〃
〃
〃

支 部 長
副支部長（羽曳野）
〃（藤井寺）
〃（富田林）
〃（富田林）
〃（河内長野）
〃（大阪狭山）
〃（南河内）
幹 事 長
会　　計
監　　事
〃

事 務 局
〃

梅川喜久雄
松 尾 福 寿
大 鳥 正 弘
中 林 嗣 貴
井 上 正 一
松 島 　 保
岩 口 寛 治
巽 　 照 幸
高 山 裕 次
川 上 利 治
上 田 幸 男
西 川 　 久
今 澤 光 男
道 本 克 秀
西 村 猛 省
伊 庭 純 夫
松 原 正 明
工 藤 直 人

特別顧問

常任顧問

〃

〃

〃

〃

顧　　問

〃

相 談 役

〃

支 部 長

副支部長

〃

幹 事 長

会　　計

総務部長

事業部長

広報部長

青年部長

監　　査

〃

久 禮 哲 郎
土 師 幸 平
深 井 重 行
西 村 　 調
竹 村 幸 朗
山澤平八郎
前 山 　 勝
塩 谷 　 勝
辻 井 博 彦
島 田 憲 明
吉 田 勝 也
土 中 　 昇
岡 山 英 夫
中 垣 雅 弘
渡 辺 光 正
福 本 悧 明
網 野 俊 明
菅 野 明 夫
深 井 重 行
河 井 聖 憲
坂 本 　 彰

堺支部

泉州支部
支 部 長

副支部長

〃

幹 事 長

副幹事長

〃

会　　計

監　　査

〃

幹　　事

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

𠮷 村 　 譲
久 井 純 一
山 崎 雅 雄
溝 口 　 浩
吉 野 正 美
柴 田 正 明
岸 野 光 都
藤 木 邦 雄
山 野 喜 弘
高 橋 明 裕
越 智 嗣 夫
高 田 　 定
竹 永 雅 實
中 尾 忠 史
綿 野 宏 司
瀧 谷 幸 一
真 辺 　 敬

支 部 長 西村茂春

泉南支部
金沢一博
三宅昭栄・和田朗秀
田付和伸
徳永淳三・橋本耕司
吉川慶三

支 部 長
副支部長
〃

幹　　事
〃

西大阪支部

守口門真支部

旭・都島支部

役員一同

城東・鶴見支部
相 談 役

〃

〃

〃

支 部 長

副支部長

〃

〃

〃

事務局長

会　　計

書　　記

〃

企　　画

青 年 部

〃

〃

監　　査

〃

〃

松本好雄
福田佳哲
明石直樹
林　孝史
西下　進
田中久雄
明　孝行
酒崎隆弘
原　規晃
加島哲也
松岡勝己
前田典子
長田京助
西岡　治
池永隆嗣
西下信也
山田秩華
柴田喜文
川濱隆司
衛藤政宣

（工大Ａ３５）
（短大Ｍ４３）
（工大Ｃ５６）
（工大Ｍ４２）
（高校Ａ４５）
（工大Ｋ５３）
（工大Ｄ４６）
（工大Ｋ５１）
（工大Ｂ５０）
（工大Ｃ５６）
（工大Ｄ５１）
（短大Ａ０５）
（工大Ｃ０６）
（高校Ｊ４４）
（短大Ｃ０８）
（工大Ｍ０８）
（短大Ｍ０９）
（工大Ｅ４３）
（工大Ｃ５５）
（工大Ａ５２）

川西支部
支 部 長  髙田哲彦

役員一同支 部 長  河野典勝
役員一同 〒666-0115 川西市向陽台１－５－４６

平岡方内
ＴＥＬ 090-1445-0116　ＦＡＸ 072-344-5552

宝塚支部
相 談 役

〃

支 部 長

副支部長

岡崎茂雄・和田　力
田中凱男
礒野幸夫
福井啓昭・内匠眞徳

伊丹支部
顧　　問
相 談 役
支 部 長
副支部長
〃

会　　計
事務局長
監　　査
〃

幹　　事
〃
〃
〃

前 田 茂 夫
徳 山 幸 信
林 　 義 和
辻 本 良 男
濱 片 正 晴
児 島 正 徳
藤 原 健 次
寺 本 文 僴
林 　 幹 郎
樋 口 麻 人
増田貴美夫
山 本 皓 平
平 岡 秀 文

尼崎支部
相 談 役
支 部 長
（本部理事）
副支部長
副支部長
（事務局長兼）
会　　計

監　　査

〃

事業部長

幹 事 長

小竹卯三次
鐘ヶ江明男
松 永 𠮷 市
坂元武一郎
成 松 幸 司
堂 脇 三 郎
岩 出 和 義
松 永 𠮷 市
蓼 沼 　 優
幹 事 一 同

六甲支部
上 村 俊 弘
陰 山 恭 道
今 栄 利 熊
門 脇 享 一
城 野 修 身
畑 中 輝 夫
寺 西 芳 明
村 上 榮 一
田 中 淳 之
早 水 勝 徳
谷 守 正 康
田 中 義 巳
越 本 昌 弘
向 井 　 淳
平 井 正 博

顧　　問

〃

相 談 役

〃

〃

〃

〃

支 部 長

副支部長

〃

〃

会　　計

監 査 役

〃

事務局長

橋 間 　 修
糟 谷 浩 造
加 納 繁 男
竹 松 　 勉
松 尾 富 貴
藤 本 　 隆
藤 原 和 俊
橋 本 雅 喜
加 藤 克 昭
藤 原 寿 友

支 部 長

副支部長

〃

〃

〃

会　　計

監　　査

〃

事務局長

事 務 局

東播支部

姫路支部

妹島柏雪支 部 長

支部長 鈴木和夫

問合せ・連絡先

（有）手嶋測量設計　手嶋
枚方市大垣内町2-7-3
TEL 072-841-7000

鳥取県支部 西宮支部
支 部 長
副支部長（東部）

副支部長（中部）

副支部長（西部）

澤 田 廉 路
滝 山 耕 一
鈴木由記夫
松 本 耕 紀

島根県支部
顧　　問
理　　事
支 部 長
副支部長
〃

幹 事 長
事務局長

原　正雄・中村　宏
石田正直
宮原　勉
石川輝海・鐘築一雄
梶谷宗克・杉原　徹
高尾　進
安達盛二

支 部 長

副支部長

〃
副支部長
兼事務局長

板矢文雄
橋本明廣
三垣千秋
畑　　尚

（C43)

（A46)

（C48）

（C56)

岡山県支部

支 部 長

副支部長

監　　査

伊藤倫彦
野田幸男・葉名範秀
服部潤一・小川利男

広島備後支部

西宮支部では、皆さんのご参加をお待ちしております。

に：二十三から八十三歳
し：生涯通した友になる
の：飲んで語ろう
み：みんなでつなごう
や：やっぱり楽しい校友会

TEL 090-4645-3179（平野）

広島安芸支部
支 部 長

副支部長

〃

〃

〃

〃

〃

会計・監査

〃

幹　　事

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

事 務 局

相 談 役

梶 津 圭 右
金 井 三 郎
真 田 英 明
梶 梅 順 市
石 井 　 勝
五百木  理
松 本 孝 司
井手原  稔
本 光 昌 昭
佐々木圭介
山 﨑 　 勇
苗 村 雅 和
万 代 　 透
松 岡 友 夫
景 山 清 史
北 山 　 忍
樋 口 達 也
児 玉 勝 征
松岡幹太郎

香川県支部

事務局　〒761-8081 高松市成合町516-1
ＴＥＬ 087-885-1389

中野義弘
太田　元・熊谷國次
高橋　満
瀬尾勝己・河西清昭

支 部 長
副支部長
〃

事 務 局

徳島県支部

福岡県支部

支 部 長

副支部長

〃

事 務 局

横手晋一郎
松 本 祐 一
山 田 隆 治
木 宮 正 延
会 員 一 同

愛媛県支部
相 談 役

支 部 長

副支部長

〃

〃

幹　　事

〃

Ｈ．Ｐ担当

事務局長

安 藤 和 夫
兼 久 芳 雄
高 松 昭 二
長 野 和 幸
菅 原 眞 文
伊 達 仲 秋
渡 部 泰 弘
清 水 敏 夫
大 西 茂 義

榎並谷哲夫・山本平四郎
永野正展
森部慎之助
橋詰辰男・公文高志

顧　　問

〃

会　　長

副 会 長

高知県支部

支 部 長

副支部長

〃

事 務 局

中富美津男
加 藤 訷 也
石 川 哲 夫
江 村 広 光

北九州支部

長崎県支部

堺城北会支部 鹿児島県支部 宮崎県支部

府窓会支部

奥村城北会支部

大成城北会支部

ＦＵＤＯ城北会支部

近畿工大会支部鴻池城北会支部

村本城北会支部

支 部 長

副支部長

〃

事 務 局

〃

平 野 　 傳
原 田 　 尚
長 野 紘 一
古 賀 丈 雄
加 悦 明 良

大分県支部

福 岡 　 孝
藤 川 孝 次
福 永 三 男
藤 河 繁 利
今 村 　 浩

顧　　問

支 部 長

副支部長

〃

事 務 局

熊本県支部

支 部 長 　木村祐一
　      （短大A４３）

事務局　〒885-0005 宮崎県都城市神之山町4824
真栄産業㈱内　水越賢二
　ＴＥＬ 090-4990-0431

支 部 長

森田　順

山口耕市
吉満智宏
加藤芳徳
伊東寛之
西尾高志
入江　正
山室秀介
岸本邦一
和田　聡
北口達也

（大阪府庁在職職員で組織）

会　　長

副 会 長

〃

〃

会計監査

総務部長

事業部長

企画部長

財務部長

青年部長

きんでん支部

大阪工業大学学園技術士会

松 岡 憲 生
上 垣 泰 久
山 川 博 司
高 谷 　 孝
三 橋 　 昭
藤 原 信 也
穂 苅 研 二
筋 原 啓 之
馬 場 秀 和

顧　　問

〃

支 部 長

副支部長

〃

事務局長

会　　計

会計監査

〃

会 　 長 　田口定一
眞縣幸久
久保田広法・今井　宏
柴田泰英・酒井泰一
永井貴志
相原成史

支 部 長

理　　事

〃

〃

会　　計

顧　　問

〃

支 部 長

副支部長

〃

事務局長

事 務 局

〃

〃

〃

会　　計

監　　査

井 坂 良 輔
清 水 幸 二
井 上 哲 次
野 口 久 雄
濱 本 好 弘
中 江 耕 一
中 右 敏 明
岩 崎 和 宏
山 中 健 大
橋 本 庄 司
阿 部 行 央
横 山 　 明

名誉顧問
顧　　問
支 部 長
副支部長
〃

事 務 局

川畑雅一
堀内秀悟
上村孝三
西岡政彦・村上幸彦
北野孝之
川島研二

中 野 義 博
市 岡 　 武
山 本 直 二
片 山 整 一
米 田 秀 信
植 林 　 充
中 村 　 敦
鬼 気 敏 弘

顧　　問

支 部 長

副支部長

〃

〃

事務局長

監 査 役

〃

渡 辺 一 敏
衣 裴 隆 志
福 田 　 収
竹 内 　 徹
上 山 隆 司
今 田 憲 夫
松 永 昇 次
金 村 和 生
杉 森 克 己
米田理之助
嵩 原 安 孝

顧　　問

〃

〃

〃

会　　長

副 会 長

〃

〃

〃

監　　査

〃

交野支部寝屋川支部大東畷支部 ひらかた支部

八尾・柏原支部

土師幸平
深井重行
島田憲明
左近考明・七堂元敏
河島敏浩・幸田省吾

名誉顧問

顧　　問

支部長（会長）

副 会 長

監 査 員

佐 藤 勝 憲
木 戸 浩 幸

支 部 長
理　　事

副支部長

西 浩 太 郎
茶 圓 　 昇
山 内 康 功
大 坪 憲 市
三 明 　 修
有 馬 安 治
松 尾 光 高

相 談 役

〃

支 部 長
理　　事

副支部長

〃

事務局長

会　　計

青年部発足
会員募集中

枚方市
ひこぼしくん

ラグビーのまち東大阪

松尾豊英
信国義輝・高木雄二
白木秀彦
田中邦夫
中島悦郎・梶木敏明
柄　和彦
黒木照雄・栫　芳和
｠

顧　問
相談役
理　事
支部長
副支部長

事務局
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個
人

麻 田 幹 彦

鐘ヶ江明男

理 事 長

所 　 長

雄 倉 幸 昭
中 林 嗣 貴
里　千三郎
佐々木厚根
廣 嶋 耕 一
藤 原 長 彦
織 田 幹 範
植 田 全 紀
出口セツ子
吉 谷 博 和
奥 野 　 保

西 村 茂 春
村 本 昌 亮
稲 垣 幸 雄
津 村 裕 史
吉 田 達 雄
野 田 裕 三
丸 岡 伝 三
鶴 岡 　 勝
奥 田 進 一
門 脇 享 一

名誉顧問

相 談 役

〃

〃

会 　 長

副 会 長

〃

〃

監 　 査

〃

〃

庄 司 正 臣
越前屋　棟
丹 下 正 男
眞 野 康 彦
前 山 　 勝
堀 井 裕 司
三 谷 純 弘
藤 原 敏 晃
髙 野 　 実
森 村 政 悦
白 石 明 義
福 永 和 仁

顧 　 問
〃

相 談 役
〃
〃

会 　 長
副 会 長
〃
〃

監 　 査
〃

総務部長

相 談 役

〃

〃

会 　 長

副 会 長

〃

会 　 計

監 　 査

〃

幹 事 長

学園応援隊
大阪工業大学校友会

大阪工業大学工専クラブ

役員一同
http://www.koudai-kai.jp/

短大大宮会は
短大全卒業生の
校友会です

常翔学園中学校・高等学校校友会

高専会
大阪工業高等専門学校

大阪工業大学学院クラブ

学園校友会理事 大東畷支部相談役
NPO法人日本ビオトープ工学会議

〒574-0007 大東市北楠の里町21-15
（自宅）　　　TEL 072-878-2131         　　　FAX

内 山 喬 之
（学）常翔学園 評議員会議長
学園校友会会長

学園校友会副会長
短大大宮会相談役

学園校友会理事・尼崎支部長
（一社）関西電気管理技術者協会会員
鐘ケ江電気設備管理事務所

NPO法人 やごの家 相談役
障害福祉サービス 生活介護事業
〒573-1103 枚方市楠葉野田1-38-23
（自宅）　　　TEL 072-856-4876         　　　FAX

〒661-0977 尼崎市久々知3-8-13
　　　　　　TEL 06-6499-4728
　　　　　　FAX 06-7500-6584

〒577-0012 東大阪市長田東5-1-14
　　　　　　TEL 06-6748-7838
　　　　　　FAX 06-6748-7840

綾 田 　 学会 　 長

摂津支部相談役
大阪府石油政治連盟

越前屋　棟

学園校友会監事

学園校友会組織部長
工大校友会副会長

職域支部 堺城北会
（堺市役所・堺城北会会長）

〒566-0024 摂津市正雀本町1-22-6
　　　　　　TEL 06-6381-3047
　　　　　　FAX 06-6382-0085
　　　　　　http://www.ayata-net.com/

〒565-0853 吹田市春日2-25-1-607
　　　　　　TEL 06-6330-6073　　　　　　FAX

〒570-0039 守口市橋波西之町1-8-3
　　　　　　TEL 06-6996-0701（代）

礒 野 幸 夫

奥 田 政 雄

庄 司 正 臣

岸 川 隆 映

代表取締役

一級建築士
土地家屋調査士

学園校友会宝塚支部長
㈱日本確認検査センター

学院クラブ副会長
学園校友会・交野支部相談役
㈱奥田設計室 代表取締役会長

学園校友会理事
長崎県支部顧問

(学）常翔学園理事
学園校友会相談役

堺支部副支部長
㈲アセッツコーポレーション

〒541-0041 大阪市中央区北浜3-1-21松崎ビル
　　　　　　TEL 06-6231-1950

〒540-0037 大阪市中央区内平野町1-2-6
　　　　　　TEL 06-6947-1666
　　　　　　FAX 06-6947-1667

〒566-0053 摂津市鳥飼野々3-16-10
　　　　　　TEL 072-654-4857
　　　　　　FAX 072-654-4490

〒593-8311 堺市西区上205-4
　　　　　　TEL 072-271-8841　　　　　　FAX

〒545-0021 大阪市阿倍野区阪南町2-20-27-2F
TEL 06-6628-6320 FAX 06-6628-6329
E-mail erutrust@aria.ocn.ne.jp
携帯電話 090-3714-1807

〒852-8117 長崎市平野町1-10
　　　　　　TEL 095-845-6465

宇 井 徹 雄

門 脇 享 一

河 野 啓 一

（学）常翔学園評議員
学園校友会理事・広報渉外部長
工大校友会副会長
大阪工業大学名誉教授

工専クラブ幹事長
六甲支部相談役

（学）常翔学園理事
学園校友会枚方支部長
（社）大阪総合経営研究所

学園校友会理事
高専会会長
堺支部幹事長

〒630-0101 生駒市高山町187-46
　　　　　　TEL 0743-78-4385

〒579-8037 東大阪市新町8-35
　　　　　　TEL 072-985-5767

〒651-2216 神戸市西区美穂が丘4-11-11

中 田 惠 三

西 川 　 均

学園校友会理事・事業副部長

（学）常翔学園評議員
学園校友会総務副部長

（学）常翔学園評議員
学園校友会監事

学園校友会理事
香川県支部長
旭洋鉄工㈱

中 野 義 弘 〒564-0042 吹田市穂波町6-6
　　　　　　TEL 06-6386-3914（代）
　　　　　　FAX 06-6386-5435
　　　　　　E-mail 001@nakata-sangyo.co.jp
　　　　　　http://www.nakata-sangyo.co.jp

〒639-2142 葛城市北道穂61-1
　　　　　　TEL 0745-69-2240

神戸川昌司

島 田 憲 明

学園校友会東大阪支部長

（短大A44卒）

大興機工㈱
代表取締役 佐々木厚根

（工大A54卒）庄司設備工業㈱
理 事 長 鈴 木 和 夫

〒573-1104 枚方市楠葉丘1-62-6
　　　　　　TEL 072-855-8088
　　　　　　FAX 072-855-7828
　　　　　　E-Mail suzuki@cc-net.or.jp

〒599-8123 堺市東区北野田563-21
　　　　　　TEL 090-9547-9584

短大大宮会

谷 脇 富 男
（短大E52卒）

〒572-0051 寝屋川市高柳3-12-8
　　　　　　TEL 072-829-0225　　　　　　FAX

http://www.sjnk-ag.com/a/eru-trust/

田 村 清 司
損害保険・生命保険代理店
株式会社エルトラスト代表取締役土 中 　 昇中 垣 雅 弘

ナカタ産業㈱
代表取締役

中野鬼子夫
〒570-0014 守口市藤田町6-17-5
　　　　　　TEL 06-6905-0877

〒536-0011 大阪市城東区放出西3-6-12
　　　　　　TEL 06-6962-1677
　　　　　　FAX 06-6961-7461
　　　　　　E-Mail s.nishino@kot-web.com
　　　　　　http://www.kot-web.com

〒761-8082 高松市鹿角町254-2
　　　　　　TEL 087-865-6360
　　　　　　FAX 087-865-6317

学園校友会理事
東芳会（関東支部）相談役
ハスダック㈲代表取締役

技術士
（機械部門）中 村 一 彦
〒349-0144 埼玉県蓮田市椿山2-10-3
　　　　　　TEL 048-769-4174　　　　　　FAX

学園校友会
青年副部長
技術グループ
開発チームリーダー西 野 新 治

学園校友会堺支部常任顧問
社会福祉法人浜寺会

学園校友会理事
工大校友会総務部長

理 事 長 土 師 幸 平
は       ぜ

〒592-8344 堺市西区浜寺南町2丁411-9
　　　　　　TEL 072-262-7974

長谷川昌弘
〒567-0048 茨木市北春日丘3-6-47
　　　　　　TEL 072-620-6816

東芳会（関東支部）顧問
㈲原山総合研究所

取締役社長 原 山 　 坦
〒206-0011 東京都多摩市関戸1-1-5 ザ・スクエアB-1408
　　　　　　TEL 042-355-7170
　　　　　　FAX 042-355-7169

学園校友会理事・事業副部長
HAPPY PACKING DELIVERY SERVICE
包装資材・物流用品販売

トーカン 東 野 　 寛
〒591-8034 堺市北区百舌鳥陵南町2-195
　　　　　　TEL 072-278-9999
　　　　　　FAX 072-278-9988

学園校友会理事
摂津支部支部長
樋上産業㈱

代表取締役

代表取締役

樋 上 幸 夫
〒566-0046 摂津市別府1-7-9
　　　　　　TEL 06-6349-0579
　　　　　　FAX 06-6349-1414

学園校友会理事・総務副部長
川西支部幹事長
伊丹産業設備㈱

取締役部長 平 岡 秀 文
〒664-0836 伊丹市北本町2-255
　　　　　　TEL 072-777-0001
　　　　　　FAX 072-775-1185

（学）常翔学園評議員
学園校友会理事 組織副部長
短大大宮会会長

廣 嶋 耕 一
〒525-0045 草津市若草7-8-12
　　　　　　TEL 077-565-6768　　　　　　FAX

学園校友会城東・鶴見支部
㈱ユーコウ産業 メカニカルシール設計・製作

代表取締役 福 田 佳 哲
〒578-0967 東大阪市新鴻池町12-33
　　　　　　TEL 072-963-7700（代）
　　　　　　FAX 072-963-6336
　　　　　　http://www.yu-kou.net

学園校友会副会長
工大校友会会長

北 條 勝 彦
〒572-0081 寝屋川市東香里園町16-13
　　　　　　TEL 072-832-4950

〒610-0101 城陽市平川横道38-1
　　　　　　TEL 0774-52-2702

学園校友会広報渉外副部長
常翔学園中学校・高等学校校友会会長
堀井建設

堀 井 裕 司

学園校友会青年副部長
有限会社ジャムズ
代表取締役

弁護士
弁理士

前 田 誠 治
〒545-0034 大阪市阿倍野区阿倍野元町2-9
　　　　　　TEL 06-6626-5367
　　　　　　FAX 06-6626-5368
東京海上日動火災・東京海上日動あんしん生命 代理店

学園校友会広報渉外副部長
UNIVERSAL STUDIOS JAPAN
オペレーション本部 技術部課長

㈱ユー・エス・ジェイ 真 辺 　 敬
〒554-0031 大 阪 市 此 花 区 桜 島 2 - 1 - 3 3
　　　　　　TEL 06-6465-3779
　　　　　　FAX 06-6465-3471
　　　　　　E-mail Takashi_Manabe@usjc.co.jp
　　　　　　http://www.usj.co.jp

(学）常翔学園評議員
学園校友会監事
奈良県支部長付相談役

眞 野 康 彦
〒610-0102 城陽市久世里の西204-37
　　　　　　TEL 0774-54-2020

学園校友会理事・総務部長
工大校友会副会長
泉州支部幹事長

溝 口 　 浩
〒595-0071 泉大津市助松町3-1-31-115
　　　　　　TEL 0725-33-5729
　　　　　　HOME：みぞぐち浩

学園校友会出納長
常翔学園中学校・高等学校校友会副会長

三 谷 純 弘

〒572-0078 寝屋川市太間町9-11

学園校友会事業部長
高専会相談役

村 田 　 貢
〒573-0088 枚方市香里園桜木町7-9
　　　　　　TEL 072-833-9319

面 谷 和 範
社会保険労務士

面谷法律特許事務所森     保
〒545-0021 大阪市阿倍野区阪南町2-27-11
　　　　　　TEL 06-6624-0215
　　　　　　FAX 06-6624-0554

〒541-0047 大阪市中央区淡路町２丁目４番３号ＩＳＯビル３階
　　　　  TEL 06-6210-4950
　　　　  FAX 06-6210-4951

学園校友会組織副部長

森 垣 民 夫
〒669-1321 兵庫県三田市けやき台5-3-6
　　　　　　TEL/FAX 079-565-9112
　　　　　　携帯 090-1029-5688
　　　　　　E-mail tamox_x1800@ezweb.ne.jp

学園校友会理事
高知県支部長

森部慎之助

奨学財団元監事 学園校友会元理事（事業部長）
学院クラブ顧問 摂津支部顧問

関西医大
白菊会 安 田 重 雄

篤志解剖献体登録
日本尊厳死協会員登録

学園校友会理事
総合建設コンサルタント
（株）大進

代表取締役 山 内 康 功
〒890-0016 鹿児島市新照院町21-7
　　　　　　TEL 099-239-2800
　　　　　　FAX 099-239-2801

学園校友会相談役
工大校友会相談役

山 崎 雅 雄
〒592-0011 高石市加茂2-14-29
　　　　　　TEL 072-261-8962
　　　　　　mountm@oak.ocn.ne.jp

学園校友会理事
徳島県支部長
阿南生コンクリート工業㈱

代表取締役 横手晋一郎
〒774-0045 阿南市宝田町平岡898
TEL 0884-22-2020  FAX 0884-22-0398

学園校友会理事
学園校友会堺支部長

吉 田 勝 也
（工大A39卒）

〒590-0032 堺市堺区西永山園3-3
　　　　　　TEL 072-221-7703　　　　　　FAX

学園校友会交野支部長

若松富士男
〒576-0022 交野市藤が尾2-10-12
　　　　　　TEL 072-892-5621　　　　　　FAX
　　　　　　携帯 080-5634-2567

代表取締役

㈱ミトヨ

渡 辺 俊 夫
〒534-0002 大阪市都島区大東町2-13-10
　　　　　　TEL 06-6922-1178
　　　　　　FAX 06-6928-1481

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を

　
　
　
　
　申
し
上
げ
ま
す

皆様のご健康とご多幸を心よりお祈りいたします

検 索

（工大M40卒）

顧 　 問

〃

相 談 役

〃

〃

会 　 長

副 会 長

〃

幹 事 長

会 　 計

〃

監 　 査

〃

安 田 重 雄
今 栄 利 熊
小 札 精 一
野 田 　 実
高 田 典 雪
清水三四郎
奥 田 政 雄
髙 橋 誠 彦
信 田 次 郎
越 本 昌 弘
西 村 雅 雄
郡 山 文 男
桑 畑 芳 郎

学園校友会青年副部長
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学
校
別
校
友
会
の
活
動

学
校
別
校
友
会
の
活
動

校友会
開
催
日
順
に
掲
載
活動の

学 校 別

　
よ
う
や
く
秋
も
深
ま
り
つ
つ
あ
る
晴
天
の
平
成

26
年
９
月
20
日（
土
）、弥
生
会
館
で
工
専
ク
ラ
ブ

総
会
が
開
催
さ
れ
た
。今
期
判
明
物
故
者
47
人
の

冥
福
を
祈
り

黙
祷
を
捧
げ

た
の
ち
、役
員

改
選
で
津
村

会
長（
Ｃ
24
）の

続
投
が
決
ま

り
、新
役
員
の

紹
介
が
あ
っ

た
。最
後
に
木

原
氏（
Ｃ
23
）の

リ
ー
ド
で
初
め

て
軍
国
調
の

摂
南
工
専
の

校
歌
を
全
員

で
合
唱
し
た
。

会
場
を
移
し
、

門
脇
氏(

Ｅ
26)

の
司
会
で
懇

親
会
が
進
行
。校
友
会
運
営
の
た
め
の
賛
助
金
協

力
要
請
が
あ
り
、希
望
還
元
先
を
記
入
す
る
こ
と
に

よ
り
、本
会
に
も
還
元
さ
れ
る
旨
説
明
が
あ
っ
た
。娘

さ
ん
に
付
き
添
わ
れ
た
金
原
氏（
Ｃ
22
）も
、卒
業
後

久
方
ぶ
り
に
皆
と
顔
を
合
わ
せ
、和
や
か
な
会
話
が

あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
テ
ー
ブ
ル
で
弾
ん
だ
。最
後
は
校

友
会
の
歌
を
大
合
唱
し
閉
会
し
た
。 （

野
田 

裕
三
）

摂
南
工
専
の
校
歌
を

初
め
て
合
唱

工
専
ク
ラ
ブ
総
会

和
歌
山
県
す
さ
み
町
と
の

連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
称
賛
の
声

摂
南
大
学
校
友
会
総
会

廣
嶋
新
会
長
体
制
で

初
の
総
会
を
開
催

短
大
大
宮
会
総
会

総
会
、講
演
会
、懇
親
会
を

盛
大
に
開
催

工
大
校
友
会
総
会

定
年
制
を
適
用
し

役
員
の一
部
変
更
を
実
施

学
院
ク
ラ
ブ
総
会

村
田
会
長
勇
退  

新
会
長
に

中
垣
雅
弘
氏（
Ｍ
39
）を
選
出

高
専
会
総
会

　
平
成
26
年
６
月
21
日（
土
）、学
園
・
大
宮
キ
ャ
ン

パ
ス
及
び
研
修
セ
ン
タ
ー
で
会
員
１
5
9
人
、来
賓

19
人
出
席
の
も
と
第
55
回
定
期
総
会
・
講
演
会
・
懇

親
会
が
開
催
さ
れ
た
。総
会
に
続
い
て
、堀
内
氏（
Ｄ

40
）に
よ
る「
パ
プ

ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
に

学
ぶ
〜
自
然
の

恵
み
と
心
の
豊
か

さ
〜
」の
講
演
会

を
開
催
。懇
親
会

は
北
條
会
長
の

挨
拶
で
始
ま
り
、

井
上
工
大
学
長

か
ら
工
大
の
現
状

と
各
種
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
よ
る
躍
進

へ
の
抱
負
が
述
べ

ら
れ
た
。春
の
叙

勲
を
受
章
さ
れ

た
前
田
理
事
長

代
理
へ
の
花
束
贈

呈
の
あ
と
、内
山

学
園
校
友
会
長

の
乾
杯
の
発
声
で
開
宴
し
、久
し
ぶ
り
の
再
会
に
懇

談
の
輪
が
広
が
り
和
や
か
な
雰
囲
気
で
あ
っ
た
。続

　
平
成
26
年
５
月
10
日（
土
）、学
園
・
研
修
セ
ン

タ
ー
で
12
人
の
参
加
を
得
て
開
催
さ
れ
た
。当
日

は
晴
天
に
恵
ま
れ
、気
温
は
26
度
に
も
上
昇
し
た
。

会
長
挨
拶
に
続
い
て
議
案
を
審
議
、す
べ
て
原
案

通
り
承
認
さ
れ
た
。会
則
の
一
部
変
更
、役
員
の
補

充
・
変
更
が
あ
り
、信
田
副
会
長
が
幹
事
長
に
、後

任
の
副
会
長

に
は
奥
田
氏

が
就
任
し

た
。
懇
親
会

は
、出
席
者

の
中
で
最
長

老
の
濵
田
氏

の
乾
杯
の
音

頭
で
始
ま
り

約
２
時
間
和

や
か
に
続
い

た
。
学
園
か

ら
は
就
任
さ

れ
た
ば
か
り

の
久
禮
理
事

長
に
ご
臨
席

 

平
成
26
年
１
月
25
日（
土
）、道
頓
堀
ホ
テ
ル
で
高

専
会
総
会
が
開

催
さ
れ
た
。
佐

藤
幹
事(

Ｅ
42)

の
司
会
で
、議

長
に
殿
村
氏

(

Ｃ
43
）を
選
出

し
議
事
に
入
っ

た
。
特
に
質
問

も
な
く
満
場
一

致
で
承
認
さ
れ

た
。
本
年
度
は

役
員
改
選
の

年
に
当
た
り
、

20
年
の
長
き
に

わ
た
り
会
長
を

務
め
た
村
田
氏

（
Ａ
41
）が
勇
退

し
相
談
役
に
就

任
、新
会
長
に
は
中
垣
氏（
Ｍ
39
）を
選
出
し
た
。

　
中
垣
新
会
長
の
就
任
挨
拶
の
後
、新
役
員
の
紹

介
が
あ
り
総
会
を
終
了
。内
山
学
園
校
友
会
長
は

じ
め
多
数
の
来
賓
を
お
迎
え
し
て
記
念
撮
影
を
行

い
、懇
親
会
に
移
っ
た
。司
会
は
玉
村
氏(

Ａ
51)

に

交
代
し
、恩
師
・
辻
井
先
生
の
発
声
で
乾
杯
、歓
談

は
２
時
間
半
に
及
び
、終
盤
は
校
歌
を
斉
唱
し
、

萩
原
相
談
役
の
音
頭
で
万
歳
三
唱
し
て
閉
会
と

な
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
増
田 

宏
韶
）

い
た
だ
き
、自
己
紹
介
に
続
い
て
学
園
創
立
１
０
０

周
年
に
向
け
た
拠
点
と
し
て
建
設
中
の
梅
田
キ
ャ

ン
パ
ス
な
ど
、新
し
い
時
代
に
即
応
し
た
更
な
る
発

展
を
目
指
し
て
い
る
と
希
望
に
満
ち
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
い
た
だ
い
た
。最
後
は
奥
田
新
副
会
長
の
挨
拶
で

幕
を
閉
じ
た
。　
　
　
　
　
　
　（
清
水 

三
四
郎
）

　
平
成
26
年
11
月
１
日（
土
）、太
閤
園
別
館
に
て

会
員
や
家
族
、来
賓
を
あ
わ
せ
て
約
１
９
０
人
が

参
集
し
、総
会
・
懇
親
会
を
開
催
し
た
。懇
親
会
で

は
、摂
南
大
学
と
和
歌
山
県
す
さ
み
町
の
連
携
事

業
に
つ
い
て
参
加
学
生
か
ら
報
告
が
あ
り
、会
場
か

ら
温
か
い
励
ま
し
の
拍
手
が
送
ら
れ
た
。ま
た
、抽

選
会
で
は
、す
さ
み
町
職
員
か
ら
地
元
観
光
名
所

な
ど
の
Ｐ
Ｒ
の
あ
と
、伊
勢
海
老
な
ど
の
地
元
特

産
品
が
賞
品
と
し
て
提
供
さ
れ
る
こ
と
が
発
表
さ

れ
、大
き
な
歓
声
が
上
が
っ
て
い
た
。当
日
は
、総
会

開
催
前
に
Ｏ
Ｇ
を
対
象
と
し
た「
風
呂
敷
の
結
び

方
＆
茶
話
会
」も
開
催
さ
れ
、20
人
余
が
参
加
。

「
風
呂
敷
」と
い
う
日
本
の
伝
統
ツ
ー
ル
の
な
せ
る

業
に
感
心
と
驚
き
の
声
が
多
く
聞
か
れ
た
。終
了

後
は
、お
茶
と
ケ
ー
キ
で
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
石
橋 

靖
弘
）

　
平
成
26
年
９
月
６
日(

土)

、天
満
橋
の
東
天
紅

で
総
会
・
懇
親
会
を
開
催
し
た
。前
年
度
理
事
会

の
役
員
改
選
で
廣
嶋
氏（
Ｅ
46
）が
会
長
に
選
任
さ

れ
て
初
の
総
会
と
な
っ
た
が
、会
場
は
50
人
ほ
ど
の

参
加
者
と
来
賓
で
立
錐
の
余
地
も
な
い
ほ
ど
で

あ
っ
た
。総
会
は
、廣
嶋
新
会
長
の
挨
拶
の
後
、議

案
は
原
案
通
り
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。懇
親

会
は
、雄
倉
短
大
元
学
長
の
乾
杯
で
開
宴
。新
執

行
部
の
発
案
に
よ
り
各
期
各
科
ご
と
に
舞
台
の
上

で
自
己
Ｐ
Ｒ

を
行
い
、会
場

か
ら
大
き
な

拍
手
が
鳴
り

響
い
た
。時
の

過
ぎ
る
の
も

忘
れ
て
歓
談

の
ひ
と
時
を

過
ご
し
、最
後

は
校
友
会
の

歌
を
合
唱
し

大
い
に
盛
り

上
が
っ
た
。短

大
の
学
校
の

と
も
し
び
は

平
成
19
年
に

消
え
て
し
ま
っ

た
が
、我
々
大

宮
会
の
絆
は

命
の
限
り
燃
え
続
け
る
こ
と
を
呼
び
掛
け
、再
会

を
誓
っ
て
閉
会
し
た
。　
　
　
　   

（
中
林 

嗣
貴
）

い
て
新
役
員
紹
介
、大
学
歌
・
校
友
会
の
歌
の
斉
唱
、

最
後
は
木
櫛
新
参
与
に
よ
る
一
本
締
め
で
再
会
を
約

し
て
閉
会
し
た
。　
　
　
　
　 

（
久
津
輪 

敏
郎
）
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学
校
別
校
友
会
の
活
動

支
部
交
流
会
・
同
窓
会
の
活
動

パッケージツアー（国内、海外）、ＪＲ券、
フェリー、航空券など・・・

個人旅行・グループ旅行・団体旅行 問わず

特に団体旅行は専門スタッフが多数おります！！
お電話お待ちしております！！

旅のことならすべてお任せください

京王観光㈱大阪支店（観光庁長官登録旅行業第10号）
〒550‐0011 大阪市西区阿波座1-3-15 JEI西本町ビル6F

担当者：山本　剛
E－mail:t.yamamoto@keio-kanko.co.jp

ＴＥＬ：06‐6541‐7634　ＦＡＸ：06‐6541‐7636

お問合せ・ご用命は

旅にかかわるすべてに笑顔を！旅にかかわるすべてに笑顔を！

総
勢
1
6
5
人
の
参
加
で

大
盛
況

広
島
国
際
大
学
校
友
会
総
会

卒
業
50
年
目
に

一
泊
旅
行
を
楽
し
む

工
大
Ｍ
38
卒
研
グ
ル
ー
プ
の
集
い

小
説「
櫻
守
」の
舞
台
を
散
策

山
桜
と
美
食
と
温
泉
と
！

尼
崎
支
部
主
催
行
事

現
役
工
大
生
と
有
意
義
な

時
間
を
過
ご
す

工
専
ク
ラ
ブ
研
修
会

歴
史
を
訪
ね
て

橿
原
市
今
井
町
を
散
策

高
専
会
秋
の
研
修
会

　
平
成
26
年
４
月
13
日（
日
）、尼
崎
支
部
カ
ル

チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ

は
、阪
神
６
支

部
合
同
企
画

と
し
て
、水
上

勉
の
小
説「
櫻

守
」の
舞
台
に

な
っ
た
武
田
尾

（
宝
塚
市
）を

散
策
し
た
。参

加
者
は
40
人
。

ト
ン
ネ
ル
の
中

に
あ
る
珍
し
い

武
田
尾
駅
で

集
合
し
、旧
福

知
山
線
の
廃

線
跡
の
ハ
イ
キ

ン
グ
コ
ー
ス
へ

向
か
う
。里
桜

　
平
成
26
年
11
月
12
日（
水
）、神
戸
市
小
磯
記
念

美
術
館
と
神
戸
市
東
灘
処
理
場
を
訪
れ
た
。小
磯

記
念
美
術
館
で
は
、小
磯
良
平
画
伯
の
特
徴
で
あ

る
裸
婦
や
踊
り
子
の
絵
の
ほ
か
、珍
し
く
抽
象
画
も

見
る
こ
と
が
で
き
た
。同
時
開
催
の
川
西
英
画
伯

の
回
顧
展
に
は
、大
正
か
ら
昭
和
の
風
景
を
描
い
た

版
画
が
多
数
出
展
さ
れ
、幼
い
頃
の
想
い
出
に
浸

る
。東
灘
処
理
場
は
下
水
の
処
理
が
本
業
だ
が
、下

水
を
資
源
と
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
再
生
す
る
こ
と
に

努
め
成
果
を
上
げ
て
い
る
。処
理
過
程
は
各
種
工

学
・
生
物
学
・
農
学
に
及
ぶ
技
術
の
集
積
の
よ
う
な

施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
現
役
工
大
生
を
誘
っ
た
と
こ

ろ
、環
境
工
学
科
か
ら
11
人
の
参
加
を
得
た
。熱
心

な
質
問
に
対
し
経
験
に
基
づ
い
た
貴
重
な
意
見
が

返
さ
れ
る
な
ど
担
当
の
方
に
は
親
切
な
対
応
を
い

た
だ
き
、実
の
あ
る
一
日
を
終
え
た
。  

（
門
脇 

享
一
）

  

平
成
26
年
11
月
１
日（
土
）、広
島
国
際
大
学
広

島
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
と
総
会
を
開

催
し
た
。
当
日
は

大
学
祭
も
開
催
さ

れ
て
お
り
、懐
か
し

い
キ
ャ
ン
パ
ス
で
大

い
に
盛
り
上
が
っ

た
。医
療
技
術
学

科
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
学
科
、
医

療
経
営
学
科
、臨

床
心
理
学
科
、大

学
院
実
践

臨
床
心
理

学
専
攻
の

各
学
科
・
専

攻
か
ら
な
る

「
卒
業
後
教

育
研
修
会
」

を
実
施
し
、

各
教
室
で
は

卒
業
生
が

久
し
ぶ
り
の

講
義
に
耳
を

傾
け
た
。

 

ホ
ー
ム
カ
ミ

ン
グ
デ
ー
と

総
会
後
は
、

広
島
市
内

の
ホ
テ
ル
に

（
オ
オ
シ
マ
ザ
ク
ラ
）が
見
事
に
咲
い
て
お
り
、真
っ
白

な
花
と
新
緑
の
美
し
い
色
合
い
が
素
晴
ら
し
い
。案

内
で
は
軽
い
山
登
り
と
書
い
て
い
た
の
で
、山
道
の
険

し
さ
に
参
加
者
か
ら
は
悲
痛
な
声
も
上
が
っ
た
が
、

山
桜
を
見
下
ろ
す
景
色
に
満
足
い
た
だ
け
た
こ
と
と

思
う
。そ
し
て
武
田
尾
温
泉
・
紅
葉
館「
別
邸
あ
ざ

れ
」で
昼
食
。ハ
イ
キ
ン
グ
で
疲
れ
た
身
体
に
グ
ッ
と

ビ
ー
ル
を
流
し
込
み
、や
さ
し
い
味
付
け
の
料
理
を

楽
し
ん
で
無
事
終
了
し
た
。

（
山
本 

益
也
）

学
園
・
大
阪
セ
ン
タ
ー
で

Ｃ
33
・Ｃ
36
同
窓
会
を
開
催

高
校
Ｃ
科
　
寺
田
正
一
先
生
を
囲
ん
で

　
平
成
25
年
９
月
25
日（
水
）、卒
業
し
て
52
年
と

な
る
古
希
記

念
同
窓
会
を

参
加
者
15
人

で
開
催
。
寺

田
正
一
先
生

の
挨
拶
に
始

ま
り
参
加
者

全
員
の
近
況

報
告
で
懐
か

し
い
学
生
時

代
の
思
い
出

を
語
り
合

い
、楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご

し
た
。
久
し

ぶ
り
の
再
会
に
名
残
惜
し
い
元
気
者
の
半
数
近
く

が
二
次
会
に
繰
り
出
し
た
。

（
碓
井 

堅
太
郎
）

　
平
成
26
年
11
月
９
日（
日
）、江
戸
の
町
並
み
を

今
に
伝
え
る
橿
原
市
今
井
町
と
同
市
考
古
学
博
物

館
を
訪
ね
た
。朝
か
ら
あ
い
に
く
の
小
雨
模
様
と

な
っ
た
が
、風
情
あ
る
江
戸
の
町
並
み
に
小
雨
が
さ

ら
に
趣
を
添
え
て
い
た
。自
治
権
を
与
え
ら
れ
商
人

の
町
と
し
て
栄
え
た
町
は
立
派
な
建
物
も
数
多
く
、

ガ
イ
ド
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
の
散
策
に
興
味
を

引
く
物
が
幾
つ
も
あ
り
、予
定
し
た
二
時
間
は
あ
ま

り
に
も
短
く

感
じ
ら
れ

た
。そ
の
後
、

賑
や
か
な
昼

食
を
は
さ
ん

で
考
古
学
博

物
館
へ
移

動
。
古
代
か

ら
中
世
に
か

け
て
の
発
掘

物
が
時
代
系

列
で
展
示
さ

れ
て
お
り
、

往
時
の
説
明

を
聞
き
な
が

ら
見
て
回
る

と
、そ
れ
ぞ

れ
の
時
代
で

最
先
端
の
技
術
・
技
能
が
駆
使
さ
れ
、今
も
変
わ
ら

ぬ
人
の
探
究
心
に
、技
術
者
と
し
て
新
た
な
面
か
ら

歴
史
を
見
る
こ
と
が
で
き
貴
重
な
一
日
と
な
っ
た
。

（
村
田 

貢
）

移
動
し
て
懇
親
会
を
開
催
し
た
。総
勢
１
６
５
人

が
参
加
。恩
師
や
友
人
た
ち
と
の
再
会
を
喜
び
、

談
笑
す
る
姿
が
み
ら
れ
た
。会
の
途
中
で
は
マ
グ
ロ

の
解
体
シ
ョ
ー
も
あ
り
、大
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
郷
原 

肇
）

活動の

支部交流会
同窓会

開
催
日
順
に
掲
載

高
校
Ｃ
３
Ａ（
36
卒
）同
窓
会

　
平
成
26
年
４
月
24
日（
木
）、佐
藤
教
授
の
も
と

溶
接
関
係
の
卒
業
研
究
を
行
な
っ
た
仲
間
12
人
の

う
ち
、９
人
が
倉
敷
駅
に
集
合
。50
年
の
年
月
は
大

変
な
も
の
で
、も
し
街
中
で
偶
然
す
れ
違
っ
て
も
分

か
ら
な
い
な
、と
思
う
。大
原
美
術
館
を
見
学
後
、

周
辺
を
散
策
し
鷲
羽
山
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
到
着
。

入
浴
後
は
宴
会
と
な
り
、海
の
幸
を
前
に
そ
れ
ぞ

れ
が
卒
業
以
来
50
年
の
経
緯
を
語
り
、年
甲
斐
も

な
く
飲
み
続
け
て
夜
中
の
１
時
に
全
員
眠
り
に
つ

い
た
。翌
日
は
、今
回
の
幹
事
を
引
き
受
け
て
く
れ

た
高
崎
氏
が
現
役
時
代
に
関
係
し
た
瀬
戸
大
橋
を

鷲
羽
山
公
園
よ
り
眺
望
し
、そ
の
後
は
後
楽
園
や

県
立
美
術
館
を
巡
り
、昼
食
後
に
解
散
。こ
の
集
い

を
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
に
な

り
、次
回
は
母
校
見
学
も
兼
ね
て
大
阪
で
開
催
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。　
　
　
　 

　
　（
石
坂 

礒
充
）
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支
部
交
流
会

　同
窓
会
活
動

支
部
だ
よ
り「
北
か
ら
南
か
ら
」

大阪の夜景を望む会場で開催。北條学園
コミュニケーション・フェローと内山校友会
長のお話から、学園校友会の現況とこれか
らの方針を伺うことができ、卒業生の参集
が後輩である学生達の支援に繋がる事を
一同再確認した。私自身、期待を受けて新
入社員として参加した２人のうちの一人で
あるが、若返りつつある当支部の現状を喜
んでいただけた。世代や立場の垣根を越え
て親睦を深める中で、校友会を通して見え
る人の繋がりを強く感じることのできる貴重
な一夜であった。

出席会員：8人　　開催日：6月20日（金）　
会場：エル・シエロ

校友会を通して人の繋がりを再確認

源 陽介（工大ＡＨ２６）

15回目となる総会では、明氏が司会を担当
し、西下支部長のあいさつで始まる。事業
報告、会計報告、監査報告など各議案は
満場一致で承認された。懇親会には学園
や校友会からの来賓のほか、田村青年部
長や礒野宝塚支部長にもご出席いただき、
賑やかに懇談した。最後は佐賀氏の万歳
三唱で閉会となった。

出席会員：42人　　開催日：6月21日（土）　
会場：放出会館

多数の来賓を集め第15回総会を開催

松本 好雄（工大Ａ３５）

当支部は母校から遠隔地にあり、学園や校
友会の活動に直接関わる機会も少ないこ
とから、来賓の近江学園理事や村田校友
会事業部長からそれぞれの近況などを懐か
しく、また新鮮な思いで聞いた。本間相談役
の乾杯後に開宴。今回で支部設立34周
年を迎えるが、出席者の中には設立以来の
会員も多く、その当時の話題や苦労話に花
が咲き、楽しく歓談した。最後に来年の再会
を約束し、出席者全員で記念撮影を行い、
お開きとなった。

出席会員：10人　　開催日：6月21日（土）　
会場：札幌パークホテル

来賓も参加し支部創立34周年を祝う

橋本 信昭（工大Ｄ43）

これまで会場の確保が難しく市内開催が困
難だったが、今回の総会・懇親会は、川西
駅前にあるお店『庵』のホールを確保。交通
の利便性が上がった事もあり、前年度より
参加者数を増やすことができた。昨年の役
員改選後、新執行部による初めての総会を
行い、次年度への改善課題は多くあったも
のの、懇親会では演奏会、地元名産のいち
じくを使ったワイン、カレー、ジャムなどの賞
品が当たる抽選会、さらに当支部名物の応
援太鼓の演奏で例年以上の盛り上がりを
見せて終了した。

出席会員：31人　　開催日：6月15日（日）　
会場：庵 川西店

参加者増で例年以上の盛況を博す

平岡 秀文（工大B58）

数年ぶりに里帰りした先輩達の参加や、今
回初めて摂南大と広国大の卒業生にも広
く参加を呼びかけた結果、摂南大の若手校
友2人が初参加となったおかげで、話題は
これまでの“老人の病院通いと薬”から一変
した。酒が入ると更に賑やかに学生時代の
話が弾み、まさに「酒は百薬の長」、病院の
薬よりよく効くようだ。当支部担当で秋に開
催予定の九州ブロック懇親会の計画も間
近に迫り、忙しくなってきた。

出席会員：24人　　開催日：6月21日（土）
会場：ホテルセントヒル長崎

初めて摂南大の若手校友も参加

加悦 明良（工大B46）

平
成
26
年
6
月
15
日
か
ら
11
月
22
日
ま
で
に

開
催
さ
れ
た
各
支
部
総
会
の
様
子
を

紹
介
し
ま
す
。

川西ＦＵＤＯ城北会

城東・鶴見 北海道長崎県

　
平
成
26
年
10

月
15
日（
水
）、北

神
戸
ゴ
ル
フ
場
に

て
開
催
。『
壮
年

期
に
得
た
友
人

は
生
涯
の
宝
に

な
る
』と
い
う
外

国
の
こ
と
わ
ざ
ど

お
り
、同
好
の
士

が
集
ま
っ
て
コ
ン

ペ
を
続
け
て
い

る
。
今
回
は
、総

勢
42
人
が
、
東

西
・
西
南
・
南
東

の
３
コ
ー
ス
に
分

か
れ
て
同
時
ス

タ
ー
ト
し
、
各

参
加
す
る
こ
と
に

意
義
が
あ
る
！

阪
神
６
支
部
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

第
８
回
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
会

i
n
愛
媛

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
会

　
平
成
26
年
9
月
20
日（
土
）、二
巡
目
の
今
回
は

伊
方
原
子
力
発
電
所
見
学
と
大
洲
肱
川
の「
う

か
い
」を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
企
画
。伊
方
原
子
力

発
電
所
で
は
、ビ
ジ
タ
ー
ハ
ウ
ス
内
で
説
明
を
受

け
、福
島
原
発
事
故
の
教
訓
を
生
か
し
て
安
全
対

策
が
急
ピ
ッ
チ
で
行
わ
れ
て
お
り
、２
千
人
／
日
を

超
え
る
作
業
員
が
従
事
し
て
い
る
と
の
こ
と
。「
う

か
い
」は
今
シ
ー
ズ
ン
の
最
終
日
で
、今
日
だ
け
は
鵜

も
首
の
手
綱
を
緩
め
て
も
ら
い
、捕
ま
え
た
鮎
は
食

べ
放
題
だ
そ
う
だ
。４
隻
の
屋
形
船
に
分
乗
し
、鮎

の
塩
焼
き
を
筆
頭
に
刺
身
や
芋
炊
き
を
ア
ル
コ
ー
ル

で
流
し
込
ん
だ
と
こ
ろ
で
鵜
飼
い
舟
の
登
場
。元
気

　
平
成
26
年
６
月
21
日（
土
）、６
年
ぶ
り
の
同
窓

会
を
開
催
。前
回
は

18
人
が
出
席
し
た

が
、今
回
は
７
人
が

参
加
。年
齢
を
重
ね

た
こ
と
も
あ
り
、以

前
ほ
ど
酒
の
量
は
増

え
な
か
っ
た
が
、恩

師
や
木
造
校
舎
で

の
思
い
出
話
で
互
い

に
昔
に
戻
っ
て
語
り

合
っ
た
。大
学
卒
業

後
初
め
て
担
任
に
な

ら
れ
た
寺
田
先
生

も
80
歳
を
超
え
ら
れ
、出
席
者
か
ら
は
母
校
訪
問

な
ど
の
希
望
も
出
て
、再
会
を
誓
っ
て
散
会
し
た
。

（
河
西 

征
三
）

高
校
Ｃ
33
同
窓
会

コ
ー
ス
ご
と
に
優
勝
を
競
っ
た
。全
体
優
勝
は
松
田

菊
次
氏（
川
西
支
部
）【
グ
ロ
ス
87
／
Ｎ
Ｅ
Ｔ
７
１
．

４
】、２
位
は
森
田
順
氏（
西
宮
支
部
）【
グ
ロ
ス
73
／

Ｎ
Ｅ
Ｔ
73
】、３
位
は
河
野
隆
章
氏（
宝
塚
支
部
）【
グ

ロ
ス
91
／
Ｎ
Ｅ
Ｔ
７
４
．２
】。Ｂ
Ｂ
賞
の
岩
出
氏(

尼

崎
支
部)

曰
く「
成
績
で
は
な
く
参
加
す
る
こ
と
に

意
義
が
あ
る
の
だ
！
」（

交
野
支
部
　
若
松 

富
士
男
）

　
平
成
26
年
11

月
15
日（
土
）に

開
催
し
た
。
支

部
長
が
世
界
遺

産
候
補
が
２
つ

も
あ
る
こ
と
な

ど
地
元
の
観
光

名
所
を
Ｐ
Ｒ
。

各
県
支
部
長
か

ら
も
近
況
報
告

と
決
意
表
明
が

あ
っ
た
。来
賓
の

久
禮
学
園
理
事

長
よ
り
地
方
か

ら
の
入
学
志
願

者
を
期
待
し
て

い
る
こ
と
な
ど

の
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
く
。ゴ
ル
フ
大
会
も
毎
回
開

催
し
て
い
る
が
、今
回
は
当
会
顧
問
・
岸
川
氏
の
熱

意
に
よ
り
、学
園
か
ら
新
調
さ
れ
た
理
事
長
杯
が

寄
贈
さ
れ
た
。例
年
に
な
く
若
返
っ
て
お
酒
が
進

み
、恒
例
の
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
も
気
勢
が
上
が
る
。翌

日
は
ゴ
ル
フ
と
観
光
に
分
か
れ
、観
光
組
は
軍
艦
島

「
九
州
は
ひ
と
つ
」を

テ
ー
マ
に
、長
崎
県
に
集
う

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
親
睦
会

吹
田
市
・
旧
西
尾
家
と

ビ
ー
ル
工
場
の
見
学

東
大
阪
支
部
見
学
会

　
平
成
26
年
１１
月
22
日（
土
）、晴
天
に
恵
ま
れ
、

参
加
者
24
人
は
Ｊ
Ｒ
大
阪
駅
に
集
合
し
て
吹
田
駅

へ
移
動
。そ
こ
か
ら
徒
歩
で
重
要
文
化
財
の
旧
仙

洞
御
料（
せ
ん

と
う
ご
り
ょ

う
）
庄
屋
旧

西
尾
住
宅
へ
。

吹
田
市
職
員

の
方
に
案
内

い
た
だ
き
、４

つ
の
茶
室
や

待
合
の
四
腰

掛
、珍
し
い
吹

田
慈
姑（
す
い

た
く
わ
い
）な

ど
を
見
学
し

た
。15
時
か
ら

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル

発
祥
の
地
・
吹

田
工
場
へ
。

ビ
ー
ル
製
造
の

映
像
を
見
た
後
、製
造
過
程
を
見
学
。最
後
に
で

き
た
て
エ
ク
ス
ト
ラ
コ
ー
ル
ド
ビ
ー
ル
を
試
飲
し
、思

わ
ず「
こ
れ
は
う
ま
い
」と
声
が
で
た
。そ
の
後
、再

び
大
阪
駅
へ
戻
り
、北
新
地
の「
愚
羅
馬
亭
」に
て

極
上
の
ウ
イ
ス
キ
ー
な
ど
を
楽
し
み
な
が
ら
親
睦

を
深
め
解
散
と
な
っ
た
。　
　
　   

（
白
井 

秀
司
）

に
上
陸
。私
は
40
年
前
に
閉
山
処
理
を
し
た
思
い

出
が
あ
る
。最
高
の
天
気
と
長
崎
一
番
の
語
り
手

の
流
調
な
ガ
イ
ド
の
お
か
げ
で
、参
加
者
に
は
満

足
し
て
も
ら
え
た
よ
う
だ
。　
　
　（
平
野
　
傳
）

の
良
い
鵜
に

拍
手
喝
采
を

送
る
。
こ
れ

ま
で
の
交
流

会
は
、
地
元

な
ら
で
は
の

素
晴
ら
し
い

企
画
が
続
い

て
き
た
。
次

回
に
向
け
て

ま
た
新
し
い

企
画
を
考
え

て
い
き
た
い
。 

（
清
水 

敏
夫
）
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総会終了後には、摂大国際言語文化学部
卒業の中越和雄氏による講演「高齢化社
会の進む日本に遺言書の大切さを説く行
政書士」を実施。懇親会では長崎県出身で
浅香流剣劇舞踏家元の門下生、五月あや
のさんを迎えて、地元の石切神社を題材と
した「河内石切の町」などの歌とトークショー
で盛り上がった。ギターの生演奏と青年部
のリードで校友会の歌を大合唱し、賛助金
の支援の呼びかけにも多くのご賛同をいた
だいた。

出席会員：72人　　開催日：6月28日（土）
会場：ベルクラシック大阪

講演会に懇親会と充実の内容で実施

白井 秀司（摂大Ｂ５６）

金沢支部長から、前回の工大ホームカミン
グデーで40年ぶりの同級生と再会し感激
した話とともに、2回目となる今年度の開催
に参加の呼び掛けがあった。また、今年度
は青年部の育成を柱にし、支部懇親会の
参加推進のために参加費の減免を提案、
了承された。続いて懇親会では24歳の若
手会員が終了間際に駆けつけてくれ、20
代から80代の幅広い校友が時間も忘れて
歓談した。

出席会員：15人　　開催日：6月28日（土）　
会場：（株）デイリー社

20代から80代まで幅広い校友が歓談

田付 和伸（工大Ａ５６）

出席会員：22人　　開催日：6月27日（金）
会場：吹田市文化会館メイシアター

支部総会では、事業計画として「青年部
会、女子部会の創設を図ること」が新たに
取り上げられた。内山校友会長は奥様同伴
でご出席され、あいさつの中で校友会活動
への伴侶の同伴を呼びかけた。前回好評
だった工大マンドリン部による演奏を今回も
お願いし、会場を和やかに盛り上げてくれ
た。「いろはカード」を使っての名前ビンゴも
あり、校友会の歌の合唱で閉会した。

演奏やゲーム・合唱で賑やかに開催

井実 正雄（工大Ｍ３５）

台風の影響もなく予定通りに総会を開催。
懇親会は、伊丹市民の美濃鷺廣（みのろこ
う）さんの詩吟「川中島、本能寺」で始まり、
新卒で初参加の摂大校友や８３歳にして
若 し々い大先輩など、普段は異なる生活環
境の人達が、校友会という繋がりのもとに
懇親を深めることができた。多種多彩な生
花が当たる当支部恒例のビンゴゲームで
は、一喜一憂する各人各様の表情と徐々
に増すビンゴコールの響きが会場を盛り上
げ、瞬く間に中締めとなり、集合写真に笑
顔を収めて無事終了となった。

出席会員：30人　　開催日：7月11日（金）
会場：伊丹シティホテル

出席会員：17人　　開催日：7月5日（土）
会場：ホテル松島大観荘

新卒で初参加の校友も含めて実施

第３０回となる今回は全国支部交歓会との
同時開催で、初顔５人を含めた１７人が出
席。支部総会の開会前に坂口前理事長に
黙祷を捧げ、役員改選では中出支部長以
下再選など、全議案が承認された。その後、
全国各地から参加してくれた校友を迎え、１
年１０ヶ月の間支部を挙げて準備してきた
講演会、交歓会に全員一丸となって臨ん
だ。翌日のバスツアーをもって２日間にわた
る予定を無事に終えることができたことを、
本部の方と参加された皆様に感謝したい。
これからも東北支部をよろしくお願いします。

一丸となって全国支部交歓会に臨む

濱片 正晴（短大Ｃ４３） 岡田 賢一（工大Ｃ４7）

根来支部長から、江村氏（学院Ｃ２４）の名
誉顧問就任について、また来賓のあいさつ
では濱田高槻市長から、少子化対策として
教育や子供の育成に力を入れていることな
どについてのお話を伺い、懇親会に移った。
今回は女性のサックス奏者による演奏もあ
り好評だったので、今後も何らかのアトラク
ションを検討したい。恒例のビンゴゲームも
賑やかに進み、校友会の歌の合唱で幕を
閉じた。

出席会員：25人　　開催日：6月29日（日）　
会場：アンシェルデ・マリアージュ

高槻市長も駆けつけ盛大な総会に

福山 史朗（工大Ｍ４０）

大変喜ばしいことに今回も平成卒の若い
会員が多数出席し、参加者も前回より５人
増となった。総会は紅一点の平成卒・河本
さんの明るい司会がスムーズな進行に一役
買ってくれた。懇親会は出席者で最高齢の
安部顧問の乾杯の発声で始まり、初来福
の北條校友会副会長の講義を受けた会員
が数名いて再会を喜び合った。その後も初
参加４人のスピーチやお楽しみの福引で和
やかに時間が経過。再会を約して野田副支
部長が万歳三唱で締めた。

出席会員：36人　　開催日：6月28日（土）
会場：福山ニューキャッスルホテル

年長者から若手まで校友の絆を確認

大谷 直希（工大ＤＨ７）

総会ではすべての議案が滞りなく承認され
た。懇親会では、出席者全員の近況報告を
行なったが、それぞれのスピーチが内容豊
富で予定の時間をオーバーし、終盤で恒例
となっている校歌や校友会の歌の合唱は、
１番のみとなってしまうというハプニングも。
最後は駆け足気味になったが、今回も隣県
の富山県支部、福井県支部からも参加い
ただき終始和やかなムードで旧交を温める
ことができた。

出席会員：15人　　開催日：6月28日（土）
会場：ガーデンホテル金沢

隣県からも校友が参加し旧交を温める

池多 時道（工大ＣＨ１１）

懇親会は、工大Ｅ３９年卒の敷村取締役会
長を迎え開催した。有賀支部長からの挨拶
に続いて、澤井顧問の乾杯の音頭で開宴。
北條校友会副会長からの全国支部交歓
会の報告など感慨深く、また久津輪学園コ
ミュニケーション・フェローとの歓談をきっか
けに、恩師の先生や諸先輩の話になり、学
生時代を懐かしんだ。九州、四国からの参
加者もあったほか、新たに3人の会員を迎え
ての自己紹介もあり、交流の輪の広がりと
校友の絆を感じつつ一本締めにて閉会し
た。

出席会員：20人　　開催日：7月18日（金）
会場：ホテルイルグランデ梅田

敷村取締役会長を迎え幅広く交流

長尾 明博（摂大Ｅ６２）

第５回総会では全ての議事が満場一致で
承認された。役員改選で新会長となった市
岡氏より、年齢別に分会を設けるなど、今
後更に本会を活性化させるための方策に
ついて提示があった。懇親会にはＯＢ４人
も加わり、新会員から大先輩まで和気あい
あいと親睦を深めることができた。最後は
校友会の歌を合唱。私も若手女子力を発
揮し、これからも支部の運営に貢献してい
きたいと思う。

出席会員：44人　　開催日：8月2日（土）
会場：学園・大阪センター

新会長選任で活気ある総会・懇親会に

若井 麻佑子（工大ＡＨ21）

今回は通常総会に加え、講演会を企画。平
成２５年に８０歳で博士号を取得された妹
尾一成氏（工大Ｅ３７）の博士号取得まで
の経緯についてお話をいただいた。懇親会
では、工大マンドリン部ＯＢの皆さんによる
古賀メロディーなど懐かしい曲目の演奏が
あり、和やかに交流を深めることができた。

出席会員：17人　　開催日：7月18日（金）　
会場：池田市民文化会館

80歳で博士号取得の妹尾氏も参加

前田 敏（短大Ｍ５0）

懇親会の冒頭、執行部を代表して宮内新
会長から、挨拶と今後の活動方針が報告さ
れると、会員から大きな拍手が送られた。乾
杯の後は、来賓の方 と々会員との交流も盛
んに行われ、終始笑顔や笑い声が絶えず楽
しい時間が流れた。中盤には恒例となった
新入会員によるＰＲタイムが設けられ、ス
テージに上がった３人からフレッシュで熱意
ある自己紹介が行われると、会場内が大い
に盛り上がった。最後に校友会の歌「さぁ、
手を振ろう」を合唱。歌詞に合わせてみんな
で手を振る姿にとても一体感が感じられた。

出席会員：51人　　開催日：8月2日（土）
会場：学園・研修センター

新入会員も参加して和やかに開催

岡本 一央（摂大ＪＨ１７）

吹田北陸東大阪東北伊丹池田

浅海電気学内OB会村本城北会 西大阪広島備後高槻
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板矢支部長から、前年度の岡山県での全
国支部交歓会について、開催までの準備
や当日のお茶のおもてなしなど支部会員の
多大な協力により、参加者から多くのお褒
めの言葉をいただき素晴らしい会となったと
のお礼があった。他界された諸先輩方に黙
祷を捧げる一方、8人の初参加者による新
鮮な挨拶もあり、当支部がますます盛況に
継承されていくことを確信した。歓談は例年
に増して盛り上がりをみせ、橋本新副支部
長の挨拶で「来年は１００人参加」を目標に
閉会した。

出席会員：79人　　開催日：9月5日（金）
会場：アークホテル岡山

「100人参加」の目標を掲げ盛大に実施

畑 尚（工大C56）
出席会員：20人　　開催日：8月22日（金）
会場：割烹 「秀」

懇親会は麻田相談役の乾杯の音頭で開
宴、次 と々運ばれてくる料理を口にしながら
杯を交わし、親睦を深めた。前回好評だった
抽選会のクイズ問題がパワーアップされ、ご
当地ネタをはじめ学園校友会ホームページ
からの出題に内山校友会長が見事正解、
ほっとする場面も･･･。校友会の歌を全員で
合唱し、牧野副支部長による恒例の中締
めで校友の健勝と再会を祈念し、一本締め
で心を一つにし散会した。次回はさらに問題
が難しくなりますよ！

好評のクイズ問題などで楽しく開催

村上 康（短大CH3）

今回も工大・マンドリン部による演奏が開
幕を華やかに飾ってくれた。年々表現力が
増しており、ついに会場からご祝儀まで飛び
出した。お待ちかねの懇親会では美味しい
食事やお酒が用意され、飛び入りで手品の
披露もあり、楽しいひと時となった。心とお腹
が満たされたところで、“迷”司会によるビン
ゴ大会へ突入。ピンクの全身タイツに身を
包んだ謎の男『Ｍｒ．ＨＡＰＰＹ』による軽快な
進行で会場は大盛り上がり。熱気冷めやら
ぬ中、校友会の歌の大合唱にてお開きと
なった。

出席会員：４3人　　開催日：10月4日（土）
会場：神戸商工貿易センタービル ステラコート

出席会員：82人　　開催日：10月4日（土）
会場：橿原観光ホテル

美味しい料理・楽しい催しで盛大に開催

大阪商工会議所副会頭・がんこフードサー
ビス㈱代表取締役会長の小嶋淳司氏を講
師に招き講演会を開催。懇親会には宇井
学園コミュニケーション・フェロー、内山校友
会長ご夫妻をはじめ小林茂樹国会議員な
どの来賓にご臨席いただいた。恒例の抽選
会ではゴルフバックや新米「ひのひかり」な
ど多数の賞品が用意され大絶賛だった。次
回の全国支部交歓会の案内もあり、賑や
かに会話が飛び交ううちにあっという間の４
時間が過ぎ、今年も月光の香具山を眺めな
がらの散会となった。

講演会に抽選会にあっという間の4時間

小松 孝洋（工大ＥＨ１８） 池田 友活（工大A47）

総会では、会則の変更により摂大および広
国大の卒業生も支部活動に参加すること
ができるとしたほか、すべての議案が満場一
致で承認された。交歓会に移り参加者同士
の交流を深めるとともに、近隣支部からの
出席者とも熱心な意見交換が行われた。ま
た栗田学園コミュニケーション・フェローと
は、学生時代の懐かしい話に花が咲いた。
恒例のビンゴゲームの進行は若手の会員
がつとめ、会場を大いに盛り上げた。初参
加の会員も多く、最後は来賓と参加者が一
つになり校友会の歌を合唱し閉会した。

出席会員：52人　　開催日：9月7日（日）　
会場：京都タワーホテル

初参加者も多く盛り上がった交歓会

藤谷 剛（工大CH2）

当支部も参加者が定着化し、段々と平均
年齢が上がってきたように感じる。二年毎に
県内東・中・西部と会場を持ち回りの開催
で、遠方の人は出席しにくい面もあるか。今
回は鳥取環境大学教授・中橋先生（短大
Ａ５０）の講演を聞き、その後長谷川前支部
長の乾杯で懇親会に移った。恩師である北
條学園コミュニケーション・フェローと再会
できた会員もおり、和やかなひとときを過ご
すことができた。今後は中心となってくれる
人を掘り起こし、若い人にも声をかけて増員
を図りたい。

出席会員：24人　　開催日：8月24日（日）
会場：白兎会館

講演会や懇親会で和やかなひと時に

福田 正美（短大C45）

総会では役員改選があり、馬場支部長（工
大Ｃ４５）が再選された。懇親会では２期目を
迎える門出に、工大のマンドリン部が演奏を
披露、会場に華を添えてくれた。来賓として
栗田学園コミュニケーション・フェローにご
出席いただき、久々に恩師との再会で学生
時代を思い出し、楽しいひと時を過ごすこと
ができた。本部や摂大校友会、近隣の京都
府・奈良県支部からも来賓をお招きし、最後
は恒例の「さぁ、手を振ろう」を合唱して再会
を誓い合い閉会した。

出席会員：46人　　開催日：10月18日（土）
会場：クサツエストピアホテル

工大マンドリン部が演奏で華を添える

寺田 建吉（工大Ｃ５６）

地元福岡ソフトバンクホークスがパリーグ覇
者となり、日本シリーズ開幕前夜の開催と
なった。役員の一部改選で、新役員に山内
氏（工大Ｅ５６）と山本氏（工大ＣＨ２）が加
わり、私に代わって黒木氏（工大Ｃ５６）が新
事務局長となる。３人の初参加者の紹介も
あった。懇親会では、平井氏（工大Ｃ３９）か
ら全国支部交歓会で東北の被災地を訪れ
た際の報告や、前回に続き北島氏（工大Ａ
３０）による建築関係の資料説明がある。校
友会の歌の合唱と恒例の「博多祝いめで
た」「博多一本締め」で閉会となった。

出席会員：32人　　開催日：10月24日（金）
会場：サットンホテル博多シティ

日本シリーズ開幕前に大いに盛り上がる

栫 芳和（工大Ａ５５）

折しも台風１９号が九州に上陸し、関東地
方に接近してくるさなか、なんとか予定通り
開催することができた。講演会は、岩浅紀
久氏（工大Ｄ３９）に東芳会の学び「イスラ
エル・パレスチナ問題の真実」を熱く語って
いただく。台風の影響もあって例年に比べ
て参加人数は少なめだったが、交歓会には
内山校友会長はじめ東北支部、摂大・広
国大校友会からも参加いただき、４人の方
の８０歳記念表彰や全員での記念撮影、お
楽しみ抽選会などを行い、和気あいあいと
楽しいひと時を過ごした。

出席会員：61人　　開催日：10月13日（月・祝）　
会場：浅草ビューホテル

台風にも負けず和気あいあいの懇親会に

山路 八郎（工大M42）

揃いの法被に身を包み、当支部創立３５周
年となる総会を開催。予算・決算、運営方
針などの議案は満場一致で承認された。続
く懇親会では、役員改選で再選された中川
支部長から、残念ながら年々参加者が減っ
ているため、次回は増員に向けての協力を
呼びかけるあいさつがあった。 久しぶりの再
会に学生時代の話で盛り上がり、ビンゴ
ゲームで一喜一憂する姿も見られた。最後
は「さぁ、手を振ろう」を合唱して閉会した。

出席会員：18人　　開催日：10月18日（土）
会場：箕面文化・交流センター

お揃いの法被で支部創立35周年を祝う

出口 セツ子（短大C51）

大東畷鳥取県岡山県奈良県六甲関東

滋賀県箕面福岡県

当日は、早朝にもかかわらず四国他県支部
の方々にもご参加いただき、高知ゴルフクラ
ブにおいてゴルフコンペを開催、夕刻から支
部総会を開催した。近江学園理事と昨年に
続いて村田校友会事業部長にご臨席いた
だいた。春の叙勲・褒章で黄綬褒章を受章
された永野顧問（工大Ｃ４６）の乾杯の発声
で開宴。ゴルフコンペの成績発表も行わ
れ、最後に校友会の歌を合唱して閉会し
た。

出席会員：12人　　開催日：9月6日（土）　
会場：高知サンライズホテル

他支部からもゴルフコンペと総会に参加

廣瀬 孝志（工大Ｃ５４）

高知県

少しでも参加者を増やそうと日時を変更して
開催したが、残念ながら増員は叶わなかっ
た。総会は先般他界された当支部顧問の
洲濱氏への黙祷で始まり、石田理事の本
部理事会報告、宮原支部長の全国支部
交歓会参加報告で終了。懇親会には、北
條学園コミュニケーション・フェローと神戸
川校友会組織部長が令夫人とご一緒に参
加。紅一点が加わり、例年にない雰囲気の
中で和やかに全員の近況報告となり、最後
は全員輪になって校友会の歌を合唱してお
開きとなった。

出席会員：15人　　開催日：9月6日（土）
会場：松江東急イン

女性参加で例年にない雰囲気に

安達 盛二（工大A５1）

島根県京都府
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校友の谷川正己氏(工大Ａ２８)が
日本建築学会から名誉会員の称
号を授与された。同氏の今日まで
の功績が評価されたものであり、
大阪工業大学卒業生としては初
めての事となる。歴代の名誉会員
には、本学園の初代校長・理事長
の片岡安氏を始め、丹下健三氏、
安藤忠雄氏などそうそうたる方々

が名を連ねている。この栄誉を称えようと大阪工業大学建築会が企画し、学園校友会
関東支部(東芳会)が主催して平成２６年１１月２２日(土)に記念祝賀会を開催した。当
日は大阪から駆けつけられた母校の寺地洋之教授を始め３１人が参集。同時に企画さ
れた同氏の講演会のなかで話された「歩んできた道、まだ歩んでいく道。勉強は死ぬま
でやって悔いはない」という言葉が非常に印象的で
あった。御年８３才。まだまだお元気である。

ＴＯＰＩＸ

日本建築学会 名誉会員受称

山口会長の「会員の更なる技術力の向上に繋
がるよう取り組んでいきたい。」とのあいさつにより
開会。久禮学園理事長、府幹部職員代表の小
河大阪府副知事、名誉会員代表の大山府議よ
り、それぞれごあいさつをいただいた。昨年度末で
大阪府を退職された９人の紹介とそのうち出席
者５人に記念品を贈呈。宴中程では、名誉会員
の出来府議、鈴木前府議よりスピーチをいただ
く。後半は、青年部長と新入会員による決意表
明があり、恒例の抽選会へ突入。来賓、会員とも
一喜一憂の大盛り上がりとなり、吉満副会長の
一本締めで大盛会のうちに閉会した。

出席会員：53人　　開催日：10月31日（金）
会場：シティプラザ大阪

大阪府副知事や府議など大勢が参加

入江 正（工大ＣＨ５）
出席会員：79人　　開催日：10月24日（金）
会場：太閤園

総会に先立ち、当支部特別顧問であった
坂口前学園理事長と会員の松谷氏に対
し、哀悼の意を込めて黙祷を捧げる。懇親
会は軽妙なプロの司会で進行し、9人の新
入会員の紹介、摂大・ブラックミュージック
アンサンブル同好会の演奏(なんと、当支部
会員が飛び入りでボーカルを披露)、抽選会
など、全国から集まった参加者が賑やかに
歓談し、楽しいひと時はあっという間に過ぎ
た。今後も学園創立100周年に向け、より
一層の支部活性化を図ることを決意し散
会した。

学園創立100周年に向け盛況な会に

藤原 信也（工大Ｅ５７）

役員改選では鐘ヶ江支部長を再選し、新体
制がスタート。「日本で一番忙しい支部長の
鐘ヶ江です」との挨拶のあと、高田川西支
部長の乾杯で懇親会が始まる。尼崎を拠点
に活動する“わらべ唄ロック歌手”衣川亮輔
さんと岡花美樹さんのライヴを聞きながら、
再会を喜ぶ笑顔＆笑顔の校友たち。森田公
一さんの「青春時代」をみんなで熱唱、恒例
の各科別写真撮影、各校歌斉唱と続き、ラ
ストは全員がステージに集合して校友会の
歌を大合唱。全員参加の当支部懇親会は
今回も最高の盛り上がりで閉会となった。

出席会員：34人　　開催日：11月14日（金）　
会場：都ホテルニューアルカイック

これぞ尼崎パワー！「青春時代」を全員で熱唱！

坂元 武一郎（工大Ｃ５９）

北川支部長のあいさつに続き、来賓の前田
学園理事長代理から当支部に対し更なる
活性化に期待するとのおことばがあった。
石田摂大校友会理事の乾杯の発声で懇
親会が始まる。会員同士も久しぶりの再会
に話がはずみ、中盤には昨年同様ビンゴ
ゲーム（賞品総額６万円）を実施。「ビンゴ」
の声が響き、楽しい時間はあっという間に過
ぎた。最後に全員で「さぁ、手を振ろう」の合
唱、北條校友会副会長の万歳三唱で、次
回はより多くの参加者となることを願って散
会した。

出席会員：19人　　開催日：10月31日（金）
会場：シティホテル ニューコマンダー

前田学園理事長代理を迎え盛大に開催

吉岡 剛士（工大Ｃ５９）

きんでん寝屋川府窓会

総会で支部長改選を行い、加藤氏（工大Ｃ
４５）を満場一致で決定。懇親会では高井支
部長の長年の労をねぎらい、小野田氏の
「今日もおいしくビールが飲めることに乾杯」
で宴会がスタートした。大臣表彰受賞者や叙
勲受章者の紹介はご本人が欠席であったこ
と、途中退席でタイミングが合わなかった新
会員紹介など残念な面もあったが、いつもと
変わらない賑やかさで進行し、和歌山市職
員全員による万歳三唱で幕を閉じた。４月か
ら新支部長となる加藤氏を中心に当支部が
ますます発展することを願っている。

出席会員：72人　　開催日：11月14日（金）
会場：ルミエール華月殿

新支部長の改選を経てにぎやかに進行

山田 能照（工大Ｃ５０）

和歌山県

当支部は６年間活動休止状態であったが、
１９人の参加を得て久しぶりに総会を開催
することができた。４件の議案中、特に今回
は１０年ぶりに役員改選が提案・承認され
て、支部長・副支部長・事務局全員と他役
員も大半が人心一新での新体制・再スター
トとなった。総会後、来賓３人にご臨席いた
だき懇親会を開催。白木福岡県理事からは
当支部への温かい叱咤激励をいただいて、
盛会裏に散会した。

出席会員：19人　　開催日：11月8日（土）
会場：和食処おおしま

6年ぶりの総会・懇親会で再スタート

牟田口 茂人（工大Ｍ４８）

佐賀県尼崎

前回５年ぶりの開催から１年、今回も近畿地
整の現役とＯＢ４４人が参加し、盛大に開催し
た。総会では、活動報告、平成２６年度予算・
事業計画、役員改選を審議し了承された。懇
親会では、会長あいさつの後、近畿地方整備
局・小俣企画部長、栗田学園コミュニケー
ション・フェロー、内山校友会長からご祝辞を
いただいた。工大土木会会長代理の日置先
生による乾杯の音頭で開宴。来賓の方 と々も
交流し大いに盛り上がった。最後に、参加者
が輪になって恒例の万歳ウェーブ。仲間意識
も高まり、皆で来年の再会を誓った。

出席会員：４４人　　開催日：11月19日（水）
会場：大阪弥生会館

出席会員：33人　　開催日：11月15日（土）
会場：宝塚ホテル

近畿地整の現役とＯＢが集い盛大に開催

今回は中川宝塚市長が公務のためご欠席
であったが、いただいたメッセージを紹介し
た。懇親会のイベントは、ペルシャ文化伝道
師であるダリア・アナビアンさんの講演と
プーリー・アナビアンさんのサントゥール演
奏を楽しみ、非常に盛り上がった。来賓の
小山学園コミュニケーション・フェロー、村田
校友会事業部長のあいさつの後、鐘ヶ江
尼崎支部長の乾杯の音頭で食事が始ま
る。ビンゴ大会では賞品のお花が喜ばれ、
最後は「さぁ、手を振ろう」を斉唱、万歳三唱
で和やかに閉会した。

宝塚市長のメッセージをいただき実施

田口 定一（短大Ｃ４８） 福井 啓昭（工大Ｅ４１）

総会では、平成２６年度活動・会計報告と
２７年度予算案、役員人事について承認を
得た。佐藤支部長の乾杯の発声により懇
親会がスタート。来賓の紹介に続いてごあ
いさつをいただく。当支部会員だけでなく、来
春入社内定者４人を招待し、来賓の北條
学園コミュニケーション・フェローと溝口校
友会総務部長にも積極的に会話に参加い
ただいて、先輩・後輩が和気あいあいとした
雰囲気の中で交流を深め、予定を大幅に
延長する大盛会で有意義な会となった。

出席会員：21人　　開催日：11月21日（金）　
会場：逢坂 北新地店

新入社員の紹介もあり先輩後輩が親しく交流

齋藤 豊（工大ＡＨ３）

宝塚近畿工大会大成城北会

総会では役員改選があり、橋間支部長ほか
６人が再任、２人が新たに就任した。総会後
の講演会では、工大・ものづくりセンター副
センター長の池田先生による学園の近況
報告と、兵庫県総合治水課の石原主査・
秋田主査による総合治水条例の概要と取
り組みについて説明を受け、多くの質疑が
行われた。前回に比べて参加者はやや少な
かったが、今年・昨年の卒業生３人が参加
したことで盛り上がり、新会員も先輩方との
交流を深め、有意義な会となった。

出席会員：23人　　開催日：11月22日（土）
会場：まちづくりセンター／マナ・フーズ・ヴィレッジ

フレッシュな新会員も加わり親しく交流

加藤 克昭（工大Ｃ５５）

東播

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

三重県出身
昭和２８年　大阪工業大学建築学科卒
昭和３６年～平成１１年　日本大学勤務
平成１２年～谷川正己フランク・ロイド・ライト研究室主宰

谷川 正己（たにがわ・まさみ）

谷川氏（中央）

祝
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前田 親良 氏
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瑞宝中綬章

「はかり」の研究に携わり、多
くの皆様方のご支援、ご指
導のお蔭と深く感謝していま
す。今後も精進して、健康の

許す限り皆様の厚情に報いたく、校友の皆様の
ご活躍、ご発展を祈念申し上げます。

【経歴】昭和２５年大和製衡㈱入社（明石市）。同
３４年大阪工大機械工学科卒。同３５年大和製
衡㈱退社、大阪工大工学部助手、同４９年教授。
平成１０年大阪工大高校（現常翔学園高校）校
長（同１８年９月迄）。（学）大阪工大摂南大学[現
（学）常翔学園]理事、現在に至る。同１１年大阪
工大名誉教授。工学博士。

な   ん   ぶ　ふ み ひ で

南部 文英 氏
このたびはからずも受章の
栄に浴しましたことは、ひと
えに皆様の温かいご指導
ご支援の賜と深く感謝申し

あげます。今後はいささかなりともご芳情に報
いるべく微力を尽くす所存でございますので、
変わらぬご厚誼を賜りますようお願い申し上げ
ますとともに、学園と校友会の更なる発展をお
祈りします。

【経歴】昭和２４年摂南工専電気通信科卒業後、
近畿管区警察局和歌山県情報通信部に奉職、
その後広島、山口、大阪、高松の各地に勤務、
同５５年から大阪府情報通信部現業担当管理
官、同６４年退職まで一貫して情報通信業務に
携わる。

よ   し   だ　 き み ひ と　

吉田 公人 氏
　秋晴れの１１月１３日、東京プ
リンスホテルでの伝達式後、宮
中「春秋の間」で優しい笑顔
の陛下に拝謁することができ、

心より有り難く思いましたことをご報告申し上げます。

【経歴】昭和４２年大阪工大建築学科卒。同年建
設省中国地方建設局営繕部配属。九州地方建
設局営繕部長、建設大臣官房官庁営繕部監督
課長、労働福祉事業団営繕部長など歴任。

た   し   ろ　 よ し の ぶ

田代 芳信 氏
この度の平成２６年度秋の
叙勲につきまして、栄えある
章をいただき、緊張と同時
に感激に浸っております。こ

れは皆様方のご支援ご協力の賜と思います。
これを機になお一層精進努力を重ね、後進の
育成など業界の発展に貢献したいと考えてい
ます。

【経歴】昭和４２年大阪工大建築学科卒。同年兵
庫県住宅供給公社勤務後、岡本設計工房㈱を
経て、たしろ工房一級建築設計事務所を設立、現
在に至る。平成４年（社）兵庫県建築士事務所協
会理事、同１６年より現在まで副会長。同１９年黄
綬褒章受章。

た   な   か　た  み  お

田中 民男 氏
このたび瑞宝小綬章の栄に浴
し、身に余る光栄に感激いたす
と共に永年に亘り皆様から頂
いたご指導ご支援の賜でありま

す。在学中はご迷惑をお掛けした卒業生が、名誉ある
ことで少しでも母校、恩師に恩返しができました。母校
と校友会の益々のご発展をご祈念申し上げます。

【経歴】昭和３８年大阪工大高校電気科卒。同年
西宮市消防士拝命。平成３年兵庫県知事消防功
労章。同１１年消防庁長官表彰永年勤続功労
章。同１７年消防庁長官表彰消防功労章。同年
鳴尾消防署長、西宮市消防長を歴任後、退職。

う お ず み　こ   う   じ

魚住 好司 氏
危険物行政はもとより災害
現場活動にも従事してきまし
たが、中でも長田消防署勤
務時代に遭遇した阪神・淡

路大震災では全国津々浦々から多くの同胞が駆
けつけ助けていただいたこと、またこの度の栄え
ある叙勲は皆様のご支援、ご指導の賜と深く感
謝しているところです。

【経歴】昭和３８年大阪工大応用化学科卒。同年
精工化学（株）入社。同４０年神戸市消防局に奉
職、平成６年長田消防署副署長、その後垂水及
び生田消防署長、消防局予防部長など歴任。同
７年自治大臣表彰。

ま   え   だ　し ん ぞ う

前田 新造 氏
この度平成２６年春の叙勲に
浴し、保健衛生行政にて受
章いたしました。今後は、地域
社会にNPOで貢献します。

   き     せ　  は ち ろ う

吉瀬 八良 氏
このたびの受章に際し、皆
様からご祝辞を頂き厚くお
礼申します。郵便局を退職
後に入学しましたが、先生

方や職員の方々のご指導で大変楽しい学園生
活を経験させていただきましたことが一番の思
い出となっています。今回の受章は、長年郵便
局に勤務していたことに対してですが、学園生
活は私にとって受章以上のものがありました。

【経歴】昭和32年高校卒業後、郵便局に奉職、
平成10年伊丹郵便局長を退職、同13年大阪工
大電気電子システム工学科入学、同１８年卒業。

た  か し ま　 や す ゆ き

髙島 保之 氏
４７年間に亘る電力保安業
務への取り組みにより、叙勲
を拝受致し、身に余る光栄
です。私は社会人になって

１１年後、工大Ⅱ部に入学しました。仕事と勉学の
両立は大変厳しいものでしたが、多くの方の励ま
しにより成し遂げた経験が、今日の私の支えとなっ
ていると感謝しております。

【経歴】昭和３７年今宮工業高校電気科卒、同年
大阪通商産業局入局。同５２年大阪工大電気工
学科卒。平成９年近畿通商産業局電源開発調整
官、同１０年辞職。同年（財）関西電気保安協会奉
職、同１２年同理事・広報部長、同２１年退職。

【経歴】昭和５７年大阪工大応用化学科卒。同
４４年兵庫県に奉職、平成２１年宝塚健康福祉事
務所検査室長で退職。平成１６年日本公衆衛生
協会長表彰、同２０年厚生労働大臣表彰受賞。
現在（公財）神戸市公園緑化協会勤務、NPO法
人兵庫そば・うどんネット代表理事。

き   む   ら　 か つ ひ こ

木村 勝彦 氏
２６才で消防設備業を始め
て４８年、会社の仕事と業界
の仕事とで大変でしたが、こ
の度この事が認められ褒章

を拝受いたしました。これもひとえに校友の皆様の
多年に亘る心温かきご指導、ご支援の賜と深く
感謝しております。今後はこの栄誉に恥じないよ
う、微力ながら業界のため母校のため一層努力
して参る所存でございます。

【経歴】昭和３８年大阪工大電気工学科卒。同年㈱因幡
電機製作所入社。同４２年消防設備業を個人創業。同４
６年大日工業㈱を設立し、代表取締役に就任、現在に至
る。同５２年ネオテック㈱を設立、代表取締役。同４７年関
西防災設備協会理事を経て平成１９年から同会会長、
（一財）大阪府消防防災協会理事。同１６年から（一社）関
西防災機器協会理事。同２４年消防庁長官表彰受章。

瑞宝双光章

瑞宝単光章

旭日双光章

瑞宝双光章

黄綬褒章

な  が  の  まさの ぶ

永野 正展 氏
長年、地質調査業発展に尽
力したということで有り難く拝
受いたしました。多くの先輩
諸氏から頂きました御指導、

御鞭撻の賜であり、皆様方の代表としてたまたま
頂いたものと心得ております。

[経歴]昭和46年大阪工大土木工学科卒。
(株)相愛代表取締役を経て、現在は取締役会
長並びに高知工科大学・地域連携センター長
(特任教授)博士(工学)、(株)G・E研究所代表
取締役、(一社)全国地質調査業連合会理事
など。

黄綬褒章

瑞宝小綬章

叙勲・褒章受章者へ心よりお慶びを申し上げ、
各氏からのコメントと共にご紹介します
（判明分のみ順不同で掲載）

平成26年春の叙勲・褒章

平成26年秋の叙勲・褒章

支
部
名

匿
名

金
額 六

万
円

鴻
池
城
北
会

堺
城
北
会

13
件

高
橋 

誠
彦

池
田 

壽
男

山
崎 

友
之

小
松 

賢
治

松
下 

好
博

糟
谷 

浩
造

中
垣 

雅
弘

浜
田 

壮
太

石
井 

勝

井
手
原 

稔

上
田 

進

小
川 

正
義

勝
浪 

康
次

栗
岡 

勇
次

芝 

武
宏

寺
岡 

清
澄

苗
村 

雅
和

東 

學
松
本 

孝
司

山
﨑 

勇

ご
芳
名
の
み

三
０
０
０
円

四
０
０
０
円

奥
田 

政
雄

加
藤 

卓

岸
川 

隆
映

木
下 

徳
昭

小
泉 

博

小
林 

昭
之

髙
橋 

和
治

堤 

健
一

大
西 

茂
義

奥
田 

保

奥
野 

喜
與
久

葛
城 

峯
男

加
藤 

秀
治

黒
田 

征
四
郎

河
内 

延
彰

児
玉 

勝
征

西
郷 

清
志

辻
本 

英
一

寺
尾 

忠
勝

長
田 

斉

西
峰 

嵩

畑 

宏
樹

幡
中 

義
正

林 

義
和

東
野 

寛

廣
嶋 

耕
一

藤
田 

泰
一

藤
原 

次
男

藤
原 

長
彦

真
辺 

敬

眞
野 

康
彦

横
手 

晋
一
郎

吉
野 

正
美

三
万
六
0
0
0
円

一
万
二
0
0
0
円

五
万
二
五
0
0
円

二
万
八
0
0
0
円

二
万
六
五
0
0
円

二
万
円

二
万
一
0
0
0
円

一
万
二
0
0
0
円

三
万
一
0
0
0
円

七
万
円

二
万
八
0
0
0
円

二
万
円

六
万
二
0
0
0
円

四
万
五
0
0
0
円

二
万
円

七
万
二
五
0
0
円

一
万
六
0
0
0
円

二
万
八
0
0
0
円

四
万
四
0
0
0
円

一
六
万
二
0
0
0
円

二
万
六
0
0
0
円

深
見 

一
郎

福
本 

悧
明

前
場 

靖
弘

松
村 

安
之

溝
上 

哲
也

三
橋 

春
夫

七
0
0
0
円

四
0
0
0
円

六
0
0
0
円

五
０
万
円

一
四
万
円

一０
万
円

五
万
円

四
万
五
０
０
０
円

四
万
二
０
０
０
円

三
万
円

二
万
円

一
万
四
０
０
０
円

氏
名

勝
又 

国
雄

内
山 

喬
之

生
原 

洋
一

久
禮 

哲
郎

桑
畑 

芳
郎

村
田 

貢

佐
々
木 

厚
根

溝
口 

浩

手
嶋 

寛

福
田 

佳
哲

井
上 

哲
次

今
井 

康
彦

神
戸
川 

昌
司

庄
司 

正
臣

杉
村 

允
生

野
畑 

一
雄

樋
上 

幸
夫

三
谷 

純
弘

山
内 

正
晴

山
川 

博
司

野
口 

泰
一
郎

累
計
金
額

百
万
円

二
四
万
円

一
0
万
五
0
0
0
円

一
二
万
円

一
二
万
円

一
四
万
五
0
0
0
円

三
一
万
一
0
0
0
円

一
0
万
六
0
0
0
円

四
万
二
0
0
0
円

六
万
円

六
万
円

五
万
二
五
0
0
円

二
五
万
八
四
0
0
円

四
万
一
0
0
0
円

七
万
二
0
0
0
円

四
万
円

四
万
円

九
万
二
0
0
0
円

一
万
八
0
0
0
円

ご
協
力
者

芳
名
録

今回、本誌とともに賛助金ご協力にかかる
お願い文書を同封させていただきました。

引き続きのご支援・ご協力をお願いいたします。

お願 い

上
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平成26年度大阪高等学校春季
ウエイトリフティング競技大会

第69回大阪高等学校総合体育大会
ウエイトリフティングの部

第47回近畿高等学校
ウエイトリフティング競技選手権大会
平成26年度全国高等学校総合体育大会
ウエイトリフティング競技大会
高松賜旗第61回全国高等学校
ウエイトリフティング競技選手権大会

第69回国民体育大会
ウエイトリフティング競技大会

第46回全日本ジュニア柔道体重別選手権
大阪府予選会
第63回全国高等学校柔道大会大阪府予選会
第69回大阪高等学校総合体育大会柔道の部

第69回大阪高等学校総合体育大会
ラグビーフットボールの部

第69回国民体育大会
ラグビーフットボール競技大会

第69回大阪府民体育大会兼
平成26年度大阪高校春季
アーチェリー競技大会

平成26年度全国高等学校総合体育大会
アーチェリー競技大会
高円宮賜牌第47回全国高等学校
アーチェリー選手権大会

第69回大阪高等学校総合体育大会
アーチェリーの部

団体の部 第2位
53kg級 第1位
62kg級 第2位
94kg級 第1位
105kg級 第1位
団体の部 第2位
53kg級 第1位
62kg級 第2位
69kg級 第2位
105kg級 第1位
53kg級 第2位
105kg級 第1位
53kg級 出場

69kg級 出場

105kg級 出場

53kg級 出場
105kg級 出場

男子81kg級 第2位

男子81kg級 第1位
男子81kg級 第2位

優勝

少年の部 出場

男子個人の部 優勝
男子団体 優勝

女子団体 優勝

男子団体 出場

女子団体 出場

男子団体 優勝

男子個人 第2位
女子団体 優勝

女子個人 優勝

－
田中 優輝
平井 　脩
越智 隆太
三谷 勇汰
－

田中 優輝
平井 　脩
諸岡 涼司
三谷 勇汰
田中 優輝
三谷 勇汰
田中 優輝

諸岡 涼司

三谷 勇汰

田中 優輝
三谷 勇汰

藤原 貢望

藤原 貢望
藤原 貢望

田中 力也
岡留 圭吾
土井 暉仁
金沢 一希
片岡 　蓮  
小林 海斗
山口 達也
吉田 義弘
南 　翔大
吉本 　匠  
射場 大輔
髙橋 汰地
川井 太貴
山本 貫太
半田 晃大
川久保悠人
山住 龍太
白川 貴一
岡本 勇人
松山 晃平
中井 達也
宗 　立樹  
藤井 大輝
木曽 大晴
岡留 圭吾
髙橋 汰地
坂本 将剛
山口 達也
山本 貫太
田中 力也
土井 暉仁
南 　翔大
半田 晃大
吉田 義弘

樽谷 将司
増田由宇太
堀 　隆大
松田 知大
小野純一朗
南野 　優
上山 　慧
中村 美月
岡田 桃果
増田由宇太
堀 　隆大
松田 知大
小野純一朗
南野 　優
上山 　慧
中村 美月
岡田 桃果
増田由宇太
堀 　隆大
小野純一朗
山口 滉太
堀 　隆大
南野 　優
上山 　慧
中村 美月
岡田 桃果
南野 　優

■ 大阪工業大学 学長表彰

■ 常翔学園高等学校 課外活動表彰

ウエイトリフティング部

柔道部

ラグビー部

アーチェリー部

水泳部

写真部

母校後輩の課外活動状況を紹介します。平成26年1月から10月の期間において
各学校長から表彰された内容を掲載しています。

今後も機会があれば、是非応援に駆けつけて熱い声援をお願いします。

体育会漕艇部体育会硬式野球部

高校水泳部 体育会洋弓部

課外活動成績2014
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ご家族も含め、６８人が参加。
現役工大生による司会とマンドリン部の

ミニコンサートを楽しんでいただいたあと、
一万発の花火の競演を鑑賞。

会場は歓声と拍手で大盛況でした。

青年副部長の前田誠治です。
天気も最高、笑顔も最高の素晴らしい１日に
なりました。全員で力を合わせて網を引くと、

子供達は大喜び。盛りだくさんなバーベキューの
後はビンゴゲームで取れた魚をお土産に、

みんな大満足でした。

1,406mの大記録！ 
前回大会の記録を大きく更新し、

応援に行ったつもりが、
逆に元気をもらいました。 
1枚プロペラの信念を貫き、

あっぱれでした。来年は優勝だ！

青年副部長の面谷和範です。
毎年恒例の焼きとうもろこし屋台。
いつもより大きかった（!?）からか、

2日間で707本の売り上げ、
両日ともに早々に完売となりました！

ありがとうございました。

青年副部長の西野新治です。
フルコースで高低差もありキツイと
言いつつ、みなさん走った後には

爽快な表情。結果はともあれ、阪神エリア、
滋賀県支部、東播支部からも参加頂き、

楽しいひと時を過ごしました。

こんにちは　青年部長の田村清司です。

ファミリーイベントを中心に「校友の親睦と母校の発展」を目指しています。

リピーターの方も初参加の方も、気軽にご参加ください！！お待ちしております。

大阪工業大学学園校友会青年部

8
23

7
27

10
25,26

11
15

8
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内容 成績 個人名 内容 成績 個人名

内容 成績 個人名
洋弓部

硬式野球部

漕艇部

フットサル部

陸上競技部

空手道部

水上競技部

サイクリング部

ソーラーカープロジェクト

ロボットプロジェクト

ロボットプロジェクト

生活ロボットシステム研究室

ロボット工学科と情報科学部の合同チーム「O.I.T.Trial」

宇宙クラブ関西 大工大チーム

女子第49回関西学生アーチェリーリーグ戦入替戦
第14回全日本学生室内アーチェリー個人選手権大会
第43回千島杯競技会

2014秋季近畿学生野球リーグ戦入替戦
第20回大学野球関西オールスター5リーグ対抗戦

第21回大学野球関西オールスター5リーグ対抗戦

第54回オックスフォード盾レガッタ

第11回カレッジフットサルフェスタ全国大会

平成26年度奈良県陸上競技選手権大会

第62回春季八尾市民体育大会

第90回　日本学生選手権水泳競技大会

第69回国民体育大会「長崎がんばらんば国体」

World Green Challenge
ソーラーカー＆FCカーラリー2014

ＮＨＫ大学ロボコン2014

第14回レスキューロボットコンテスト

第26回知能ロボットコンテスト2014

ロボカップジャパンオープン2014 
＠ホームリーグ

C'Space2014大会
（カンサット大会）

2014年度大阪高校総合体育大会水泳競技大会
兼大阪高校選手権水泳競技大会 兼近畿高校予選会
2014年度大阪高校対校選手権水泳競技大会
2014年度大阪高校新人水泳競技大会
平成26年度全国高等学校総合体育大会
水泳競技大会
第82回日本高等学校選手権水泳競技大会

第38回全国高等学校総合文化祭

女子1部昇格
男子第5位
フライトＡ 第1位
ＲＣ 30Ｗラウンド 第1位
ＲＣ 30Ｗラウンド 第2位

1部昇格
オールスター選出

オールスター選出

エイト セミファイナル進出（7位入賞）

第2位

5000mＷ 第1位
男子砲丸投げ（7.2㎏） 第2位

形競技有段の部　第3位

出場

滋賀県選手団選出

アドベンチャークラス優勝
ソーラーカー部門総合２位

ベスト8

予選3位通過、ベストロボット賞

テクニカルコース準優勝

準優勝

International Class最優秀賞
および技術賞

女子100ｍ平泳ぎ 第2位

女子100ｍ平泳ぎ 第2位
女子100ｍ平泳ぎ 第2位
女子平泳ぎ100ｍ 出場
女子平泳ぎ200ｍ 出場
男子400ｍメドレーリレー 出場

写真部門 出場

－
川津裕太郎
川津裕太郎
山本 拓実
宮原京太郎

－
山下 　駿
牧野 彰奉
芳崎 武士
山下 　駿
森本 寛章
芳崎 武士

－

－

神澤 智也
中植 信哉

清水 咲葵

荻本 雄樹

木村 吉秀

－

－

－

－

－

－

吉岡 千尋

吉岡 千尋
吉岡 千尋
吉岡 千尋
吉岡 千尋
中嶋 和志
平松慎二郎
安井 大樹
山田 　倫
中西 俊太

山本 博雅
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学園校友会会員数 194,290人（延べ数） 大阪工業大学学園校友会
編集責任者／宇井　徹雄
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本号では学校別校友会、特に工大校友会と高校校友会
関係の記事を従来よりも増やして、充実を図っています。

ところで、校友タイムスは母校と校友を結ぶため、そして校友と校友を結ぶための重要
なツールと考えていますが、その印刷・発送に大きな予算を必要としています。一方、校
友タイムスは校友会のホームページでも公開するなど電子化を進めています。そこで、
従来通りの紙冊子の配布に対して校友の皆様のご要望をお聞かせいただきたく、今回
調査ハガキを同封していますので、ぜひご回答くださいますよう、お願い申し上げます。　

　平成26年7月、大宮キャンパス２号館１階に『ロボティクス＆デザイ
ンセンター』が開設されました。国のロボット活用施策に先駆けて作ら
れたもので、若き技術者の養成拠点として今後活用されます。
　現在、海外の大学や国内
企業約10社と連携を行なっ
ており、地域密着型で高齢者
や障がい者の生活を支えるロ
ボットの実証試験などを実施し
ています。実験や研究を通じて
地域住民と関わることは、社
会のニーズに柔軟に対応できる技術者を目指す学生たちにとって、
実践の学び場にもなります。平成29年には、新設される梅田キャンパ
スへ移転する計画となっており、最新ロボット技術の発信拠点として
ますます発展することが期待されます。

　平成26年5月、大
宮キャンパス（常翔学
園中・高の道路を隔
てた南側）に『常翔歴
史館』が開設されまし
た。学園の創設期か
ら将来にわたる展望
を学内外に伝える施
設として、館内には校

友から寄贈いただいた各種史料や校内新聞、各学校の建築模型な
どが展示されているほか様々な映像資料が準備されており、それらを自
由に見ることができます。また、本館は自校史教育の場としても利用さ
れ、先人たちの想いを学ぶととも
に新たな扉を開いていくための
糧としての役割も担います。
　開館時間は月曜～金曜日
（祝日・学園が定める休業日を
除く）の11時～17時。入場は
無料ですので、近くにお越しの
際はぜひお立ち寄りください。

『常翔歴史館』オープン
歴史を知り、未来を切り開く

『ロボティクス＆
　　　デザインセンター』開設
若き技術者の養成拠点

編  集  後  記
日　時：平成27年1月24日（土）18：30～
会　場：道頓堀ホテル（中華宴会）
　　　大阪市中央区道頓堀2-3-25 ☎06-6213-9040
会　費：6,000円
申　込：学園校友会事務局 ☎06-6955-6662（担当：北川）

高専会（大阪工業高等専門学校高専会）新年会[ご案内]

著者：青木 毅
       （工大D５３）
発行：ダイヤモンド社

著者：大出 實
       （学院Ｅ２８）
発行：文芸社

著者：岸人 稔
       （工大D４５）
発行：BookWay

『「3つの言葉」だけで
売上が伸びる
質問型営業』

『我が国、陸上プラント
計画・実施に
かかわった一部始終』

『不良を出さない、
はんだ付けの世界へ』
―生産現場で、できる不良対策―

校友の出版物紹介

営業経験を通して、質問型営業という独自のノ
ウハウを開発。トヨタ、大阪ガス、生協などの2万
人超を変えたその内容を全公開！

はんだ付け教育(学科と実技)の方法について
記述。はんだゴテ作業、フローはんだ付け、リフ
ローはんだ付けの生産現場において不良を出さ
ないためのノウハウをまとめた本。

戦中の混乱期、働きながら進学し、電気技師の
資格を取得。国家的プロジェクトとも言える国
内・国外陸上プラントの電気技師として関わっ
てきた足跡を綴った本。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

大阪工業大学学園校友会 会報・校友タイムス　平成27年1月1日発行（通巻第436号）印刷　株式会社 廣済堂

ご住所を変更された場合や、本誌送付時の宛名・住所の変更、また、
本誌の送付を今後希望されない場合には、お手数をおかけしますが、
事務局までご連絡ください。

学園校友会事務局［窓口対応時間：月～金の9:00～17:00］
〒535-0003 大阪市旭区中宮5-16-29 学園 大宮西校地 本部棟2階
TEL：06-6955-6662　FAX：06-6955-1412 E-mail：office@oitaa.com 

「絆」を大切にするため、住所の変更時にはご連絡ください！！

正面玄関には立派な看板が設置される

学生によって作られた支援ロボットは多種にわたる

学園の歴史を伝える多くの史料が並ぶ

（広報渉外部長　宇井 徹雄）


